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＜参考＞ 

１．国際勧告との関連 
 本標準は、１９９４年９月、国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）において勧告化（郵便

投票）手続きにかけられたＩＴＵ－Ｔ勧告草案Ｑ．２１４０に準拠している。 

 

２．上記国際勧告などに対する追加項目等 
  (1) 本標準が上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、先行して記述している項目はない。 

  (2) 本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記項目についての記述を削除している。 

 (a) 本文の節６．２．１および付録１［４］のプロセッサ障害に関する記述を削除。 

上記項目を削除した理由は、初期設定時にプロセッサ障害とレイヤマネージメントによる障害検出を

区別する必要がないため。 

 (b) 付録１［５］の信号データリンクの自動割当に関する記述を削除。 

上記項目を削除した理由は、現状のＪＴ－Ｑ７０４には規定されていないため。 

  (3) 本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し下記の項目を追加している。 

 (a) 付録１の内容にオプションとして、ＪＴ－Ｑ７０４の規定されている優先度情報（ＰＲＩビット）

を転送する場合のフォーマットを追加。 

上記項目を追加した理由は、ＭＴＰレベルで信号送出に優先順位を付与する場合をオプションとして

考慮したため。 

  (4) その他 

上位レイヤとして想定されるＢ－ＩＳＤＮ用のメッセージ転送機能レベル３（ＭＴＰ－３）および

ユーザパート部（Ｂ－ＩＳＵＰ）は、今後標準化予定である。 

 

３．改版の履歴 
 

版数 発行日 改版内容 

第１版 平成 ７年４月２７日 制定 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 
 ＪＴ－Ｑ２１４０が参照している勧告、標準等 

 ＴＴＣ標準： ＪＴ－Ｉ３６１，ＪＴ－Ｉ１５０，ＪＴ－Ｉ３６３，ＪＴ－Ｑ７０４， 

 ＪＴ－Ｑ２１００，ＪＴ－Ｑ２１１０，ＪＴ－Ｑ７０３ 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告： Ｘ．２００，Ｘ．２１０，Ｑ．２１４４，Ｘ．２９０ 
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１．序文

　この標準は、広帯域ＩＳＤＮのネットワークノードインタフェース（ＮＮＩ）においてシグナリング用

ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＳＡＡＬ）の一部の機能を提供するものである。この機能は、ＡＡＬの

中のサービス依存コネクション型プロトコル（ＳＳＣＯＰ）のサービスを、標準ＪＴ－Ｑ７０４［６］に

定義されているＮＮＩにおけるシグナリング用ＡＡＬユーザの要求条件にマッピングするために使用され

る。これらの要求条件は、ネットワークとネットワークノード間のシグナリングのために必要となる。こ

の機能はＮＮＩシグナリング用サービス依存コーディネーション機能と呼ばれる。

　この標準は、標準ＪＴ－Ｑ２１００［８］に定義されているＮＮＩシグナリング用ＡＡＬ全体構造の中

で規定されているＳＳＣＦの仕様を規定し、標準ＪＴ－Ｑ７０４［６］（ＭＴＰ－３もしくはＭＴＰレベ

ル３とも称される）に定義されているネットワークノードシグナリングのレベル３プロトコルエンティ

ティとの関係、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２１４４［７］に定義されているレイヤマネジメントとの関係、標準

ＪＴ－Ｑ２１１０［９］によって定義されているＳＳＣＯＰとの関係を記述する。

　この標準は、広帯域ＩＳＤＮでノード間シグナリングが提供されたとき、広帯域ＩＳＤＮネットワーク

ノードインタフェースに接続された装置において適用可能である。

　この標準は、ユーザからの要求条件を明確にするためにＭＴＰ－３［６］を参照しているが、このＳＳ

ＣＦはこの標準で明記されているＳＳＣＦサービスが使用できる他のプロトコルエンティティにも利用さ

れる。

２．参照

　この標準は、他の発刊物を日付ありあるいは日付なしの形で参照している。これらの参照は、本文中の

適当な場所にて引用され、その発刊物は以下に示される。日付あり参照の場合、参照されているものが修

正あるいは改定された場合は、本標準の修正時あるいは改定時にそれが盛り込まれた場合にのみ適用され

る。日付なし参照の場合、常に 新版が適用される。

［１］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２００ ＩＴＵ－Ｔアプリケーションのための開放型システム間相互

接続の参照モデル

［２］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１０ ＯＳＩレイヤサービス規約

［３］標準ＪＴ－Ｉ３６１ 広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭレイヤ

［４］標準ＪＴ－Ｉ１５０ 広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭ機能特性

［５］標準ＪＴ－Ｉ３６３ 広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭアダプテーションレイヤ（ＡＡＬ）

［６］標準ＪＴ－Ｑ７０４ 信号網機能部

［７］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２１４４ ＮＮＩにおける広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭアダプテーションレ

イヤＳＳＣＳレイヤマネジメント

［８］標準ＪＴ－Ｑ２１００ 広帯域ＩＳＤＮシグナリング用ＡＴＭアダプテーションレイ

ヤ概要記述（ＳＡＡＬ）

［９］標準ＪＴ－Ｑ２１１０ 広帯域ＩＳＤＮ　ＡＡＬサービス依存コネクション型プロト

コル（ＳＳＣＯＰ）

［10］ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２９０ ＩＴＵ－ＴアプリケーションのためのＯＳＩ適合性試験の方

法論と枠組み：一般的概念

［11］標準ＪＴ－Ｑ７０３ メッセージ転送部、信号リンク機能部
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３．標準ＪＴ－Ｑ２１４０で使われている略語と用語

AAL ATM Adaptation Layer ＡＴＭアダプテーションレイヤ

ALN Alignment 初期設定

ANS Alignment Not Successful 初期設定失敗

ATM Asynchronous Transfer Mode 非同期転送モード

BR Buffer Release バッファ解放

BSNT Backward Sequence Number to be Transmitted 送信逆方向シーケンス番号

CC Congestion Ceased 輻輳解除

CD Congestion Detected 輻輳検出

CES Connection Endpoint Suffix コネクションエンドポイントサフィックス

CP Common Part 共通部

CPCS CP Convergence Sublayer ＣＳ共通部

FSNC Forward Sequence Number of last message signal unit accepted by remote peer

相手局レベル２にて受け付けられた 終ＭＳＵの順方向シーケンス番号

INS In Service 運用中状態

LM Layer Management レイヤマネージメント

LR Local Release ローカル解放

MAAL Management ATM Adaptation Layer マネージメントＡＴＭアダプテーションレイヤ

MI Management Initiated マネージメント初期化完了

MPS Management Proving State マネージメント検証状態

MTP Message Transfer Part (of Signalling System No. 7)

メッセージ転送部

MU Message Unit メッセージユニット

NNI Network Node Interface ネットワークノードインタフェース

OOS Out Of Service 非運用状態

PDU Protocol Data Unit プロトコルデータユニット

PDUT PDU Transmitted 送信ＰＤＵ

PE Protocol Error プロトコルエラー

PNS Proving Not Successful 検証失敗

RN Retrieval Number 回収番号

RR Remote Release リモート解放

SAAL Signalling AAL シグナリング用ＡＴＭアダプテーションレイヤ

SAP Service Access Point サービスアクセスポイント

SAR Segmentation and Reassembly 分割／組立

SD Sequence Data シーケンスデータ

SN Sequence Number シーケンス番号

SR SSCOP Release ＳＳＣＯＰ解放

SREC SSCOP Recover ＳＳＣＯＰ回復

SSCF Service Specific Coordination Function サービス依存コーディネーション機能

SSCOP Service Specific Connection Oriented Protocol サービス依存コネクション型プロトコル

SSCS Service Specific Convergence Sublayer ＣＳサービス依存部

UDR UNITDATA Received ユニットデータ受信
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UNI User to Network Interface ユーザ網インタフェース

UPS User Proving State ユーザ検証状態

UU User to User ユーザ間

VCI Virtual Channel Identifier バーチャルチャネル識別子

　（ＴＴＣ注）詳細な情報は別途記載されている「ＳＡＡＬ用語」を参照のこと。

４．概説

　この標準に規定されたサービス依存コーディネーション機能（ＳＳＣＦ）は、標準ＪＴ－Ｑ２１１０［９］

に規定されたサービス依存コネクション型プロトコル（ＳＳＣＯＰ）と共に、ＣＳサービス依存部（ＳＳ

ＣＳ）を定義する。サービス依存コーディネーション機能（ＳＳＣＦ）の目的は、ＮＮＩのレベル３プロ

トコルの要求を満たすように、ＳＳＣＯＰサービスを拡張することである。それに加えて、ＮＮＩにおけ

るＳＳＣＦは、シグナリングリンクの動作に適したレイヤマネージメントとの通信を提供する。

　図１／ＪＴ－Ｑ２１００［８］は、ＮＮＩにおけるＳＡＡＬの構造を示している。これは、ＳＳＣＦ－

ＮＮＩ（本標準）、ＳＳＣＯＰ［９］、ＳＳＣＳレイヤマネージメント［７］、ＡＡＬタイプ５の共通部

（［５］の第６章）から構成されている。この標準の１つのユーザとして、ＭＴＰレベル３［６］がある。

このサブレイヤ（ＳＳＣＦ－ＮＮＩ）は、ＭＴＰレベル３、ＳＳＣＳレイヤマネージメント、ＳＳＣＯＰ

と、共通のインタフェースを有している。

　ＳＡＡＬの定義は、開放型システム間相互接続（ＯＳＩ）のための参照モデルとレイヤサービス規約を

規定している、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２００［１］とＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１０［２］の原則と用語を考慮

している。ＳＡＡＬは、ＯＳＩアーキテクチャにおいて、データリンクレイヤの動作をするプロトコルで

ある。

　（注１）現在、ＡＴＭレイヤについては、標準ＪＴ－Ｉ１５０［４］と標準ＪＴ－Ｉ３６１［３］で規

定されている。レベル３はＮＮＩのための標準ＪＴ－Ｑ７０４［６］で規定されている。

　（注２）レベル３という用語は、ＳＡＡＬの上位レイヤ、つまりＳＡＡＬサービスのユーザを表すため

に使用される。

５．ＮＮＩのＳＡＡＬサービス

　ＳＳＣＦ－ＮＮＩは、ＮＮＩのＳＡＡＬのプロトコルスタックの中で 上位に位置するサブレイヤであ

る。構造的にＳＳＣＦ－ＮＮＩは、以下に記述されるように、ＳＡＡＬ全体としての サービスをＳＡＡＬ

ユーザに提供するために、自身の機能と組み合わせて下層のＳＡＡＬサブレイヤのサービスを利用する。

　ＮＮＩのＳＡＡＬは、個々のシグナリングデータリンク上にシグナリングメッセージを転送するシグナ

リングリンク機能を提供する。ＳＡＡＬ機能は２つのシグナリングポイント間の確認型シグナリングメッ

セージ転送のためのシグナリングリンクを提供する。

　送信側上位レベルによって配信されるシグナリングメッセージは、可変長のプロトコルデータユニット

（ＰＤＵ）としてシグナリングリンク上を転送される。シグナリングリンクの適切な動作のために、ＰＤ

Ｕはシグナリングメッセージの情報内容に加えて転送制御情報を含む。
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　ＮＮＩにおけるＳＡＡＬのサービスには以下のものが含まれる。

　ａ．確認型データ転送

ＳＡＡＬサービスは、ポイント・ポイントのＡＴＭコネクション上でＳＡＡＬサービスユーザデー

タの転送を提供する。メッセージの特定とアライメント、エラー検出や訂正は、ＳＡＡＬの確認型

データ転送サービスの一部である。ＳＡＡＬは、 小５オクテットから 大４０９６オクテット（Ｓ

Ｄ－ＰＤＵの 大情報長ｋ）までのオクテット単位のＳＤＵの転送をサポートする。ＳＡＡＬサー

ビスは一般にデータの紛失、誤挿入、ビット誤り、順序誤りからユーザを救済するが、ＡＴＭアダ

プテーションレイヤにおいて誤りが回復できない場合は、ＳＤＵの二重送信や紛失が発生する可能

性がある。

　ｂ．情報転送の透過性

ＳＡＡＬサービスはＳＡＡＬサービスユーザデータの透過的転送を提供する。情報の内容、フォー

マット、コーディングを制限しないし、その構造や意味を解釈したりしない。

　ｃ．確認型データ転送のためのＳＡＡＬコネクションの設定と解放

ＳＡＡＬサービスは、確認型モードにおいて動作するＳＡＡＬコネクションの設定と解放の手段

を提供する。初期設定手順はシグナリングコネクションの確認のためにコネクション設定中に適用

されても良い。条件によっては、ＳＡＡＬコネクションの解放により、ＳＡＡＬサービスユーザデー

タが紛失する場合がある。

　ｄ．ＳＤＵ回収

ＳＡＡＬサービスはＳＡＡＬサービスユーザに対し、送信側ＳＡＡＬ サービスユーザがすでにＳ

ＡＡＬに配信したＳＤＵを回収する手段を提供する。

　ｅ．シグナリングリンクエラー監視

２つのシグナリングリンクエラー監視機能が提供される。

（１）シグナリングリンクの運用中状態で利用され、リンクを非運用状態にするための基準の１

つを提供する。

（２）リンクが初期設定手順中の検証ステージにあるときに利用される。

　ｆ．フロー制御

ＳＡＡＬサービスは、シグナリングリンクのローカルな輻輳の表示を提供する。これは実装に依

存する。
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６．ＮＮＩ上のＳＳＣＦの機能

　本節では、ＮＮＩ上にあるＳＳＣＦの機能理解の一助となるよう書かれている。状態遷移表（第１２章）

は、本ＳＳＣＦの完全な仕様である。以下の文章が第１２章と矛盾する場合は、第１２章に従う。下記の

機能記述で使用されているいるプリミティブと信号の定義は、第７、第８、および第９章に記述されてい

る。

6.1　同位間メッセージがない場合の機能

6.1.1　マッピング

　本ＳＳＣＦは、ＳＡＡＬユーザから受信したプリミティブを、ＳＳＣＯＰの上位レイヤとの境界で定義

された信号にマッピングするとともに、ＳＳＣＯＰから受信した信号を、ＭＴＰ－３とその下位レイヤと

の境界で暗黙的に定義されたプリミティブにマッピングする。

　ＡＡＬ－送信メッセージ－要求プリミティブは、ＡＡ－データ－要求信号にマッピングされる。ＡＡ－

データ－表示信号は、ＡＡＬ－受信メッセージ－表示プリミティブにマッピングされる。

6.1.2　ローカル回収

　ローカル回収機能は、ＭＴＰ－３［６］の切替手順をサポートする。本機能は、ＳＳＣＦとレベル３間

の境界で以下のプリミティブを適用する。

　ＡＡＬ－ＢＳＮＴ回収－要求プリミティブ

　ＡＡＬ－ＢＳＮＴ－確認プリミティブ

　ＡＡＬ－ＢＳＮＴ回収不可能－確認プリミティブ

　ＡＡＬ－回収要求＿ＦＳＮＣ－要求プリミティブ

　ＡＡＬ－回収メッセージ－表示プリミティブ

　ＡＡＬ－回収完了－表示プリミティブ

　ＭＴＰ－３がＡＡＬ－ＢＳＮＴ回収－要求プリミティブを発行すると、ＳＳＣＦは、ＳＳＣＯＰからの

すべてのＡＡ－データ－表示信号を処理したかどうかを確認する。（ＳＳＣＯＰは、アイドル状態か、コ

ネクション解放の過程である。）次にＳＳＣＦは、ＭＴＰ－３に対してＡＡＬ－ＢＳＮＴ－確認プリミティ

ブを発行する。この場合、このプリミティブに含まれるＢＳＮＴパラメータの値は 後に受信したＡＡ－

データ－表示信号内のＳＮパラメータの値に等しい。

　ＭＴＰ－３がＳＳＣＦに対してＡＡＬ－回収要求＿ＦＳＮＣ－要求プリミティブを発行すると、ＳＳＣ

ＦはＳＳＣＯＰに対してＡＡ－回収－要求信号を発行する。本要求の回収番号（ＲＮ）パラメータは、Ｍ

ＴＰ－３から受信したＦＳＮＣ値に設定される。

　ＳＳＣＯＰは、ＳＳＣＦから受信したＡＡ－データ－要求信号に含まれるメッセージユニットを順番に

戻す。このとき相手ＳＳＣＯＰに送出したシーケンス番号ＲＮを伴うＳＤ－ＰＤＵに含まれるメッセージ

ユニットの次のメッセージユニットから戻す。
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　ＦＳＮＣ値がＭＴＰ－３から得られない場合は、ＳＳＣＦは、ＲＮパラメータに、“Ｕｎｋｎｏｗｎ”

という値を設定することができ、ＳＳＣＯＰは、未送信のメッセージユニットのみをＳＳＣＦに戻す。各

メッセージユニットはＡＡ－回収－表示信号に含まれ、ＳＳＣＦは、このメッセージユニットの長さが４

オクテットより大きいことを確認後、これをＭＴＰ－３に対するＡＡＬ－回収メッセージ－表示プリミ

ティブにマッピングする。すべてのメッセージユニットが戻されるか、該当するメッセージユニットがな

い場合、ＳＳＣＯＰは、ＡＡ－回収完了－表示信号を発行する。次にＳＳＣＦは、ＭＴＰ－３に対してＡ

ＡＬ－回収完了－表示プリミティブを発行する。

6.1.3　フロー制御

　ＳＳＣＦは、実装に依存した別機能から輻輳を通知される。これは、ＳＡＡＬユーザへＡＡＬ－リンク

輻輳－表示およびＡＡＬ－リンク輻輳解除－表示の各プリミティブによって表示される。　標準ＪＴ－Ｑ

７０４［６］の節３．８に、輻輳判定のためのいくつかのガイドラインが示されている。

　不必要なセル損失を防ぐため、ＡＡＬ共通部へのＰＤＵフローを制御するのはＳＡＡＬの責任である。

ＳＡＡＬは、下位サブレイヤの転送能力の限界を越えないという保証が得られない限り、ＰＤＵを下位サ

ブレイヤに転送すべきではない。実際の輻輳制御方法は、実装に依存する。たとえば、サブレイヤ間のイ

ンタフェースは、この制御を実現するための有限長キューでモデル化されうる。従って、ＳＡＡＬはこの

情報に基づいて下位サブレイヤへのＰＤＵフローを調整できる。

6.1.4　リンク状態変更

　このＳＳＣＦ機能は、ＭＴＰ－３からのプリミティブまたはＳＳＣＯＰからの信号を受信し、リンク状

態に関するローカルな状態変数を更新する。また、場合に依っては、ＭＴＰ－３に対するプリミティブを

生成したり、ＳＳＣＯＰに対する信号を生成する。この機能は、ＡＡＬ－開始－要求、ＡＡＬ－停止－要

求、ＡＡＬ－インサービス－表示、ＡＡＬ－アウトオブサービス－表示、ＡＡＬ－緊急－要求、およびＡ

ＡＬ－緊急解除－要求の各プリミティブが含まれる。

6.1.5　レイヤマネージメントへの報告

　ＳＳＣＯＰコネクションの解放時、ＳＳＣＦはＭＡＡＬ－報告－表示信号により、レイヤマネージメン

トに対して解放の理由を表示する。この理由とは、ＳＳＣＦ自身が決定するか、ＡＡ－解放－表示信号の

ＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータにより受信されたものを使用する。その他のイベントもレイヤマネージメン

トに報告される（第９章参照）。

6.2　同位間メッセージを伴う機能

　ＳＳＣＦによって実行される機能には、同位間通信を利用するものがある。そのような通信では、４オ

クテット固定長のＰＤＵを用いる。各種ＡＡ－設定、ＡＡ－解放の各信号のＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータ

か、またはＡＡ－データ信号のＭＵパラメータを使って、これらのＰＤＵをやり取りしてもよい。有効な

ＭＴＰ－３のＰＤＵ長は全て４オクテットを越えているので、メッセージ長による簡単な識別で、リンク

の正常動作中であってもまたメッセージの回収中であっても、ＳＳＣＦ－ＰＤＵがＭＴＰ－３に誤って配

信されるのを防ぐことができる。ＡＡ－データ－表示信号がＳＳＣＦによって受信され、ＭＵパラメータ

長が４オクテットより大きい場合、ＭＵパラメータの内容はＡＡＬ－受信メッセージ－表示プリミティブ

によりＭＴＰ－３に配信される。パラメータ長が４オクテットの場合には、ＭＵパラメータの内容はＳＳ

ＣＦ内で処理される。パラメータ長が４オクテットより小さい場合には、ＭＵは廃棄される。
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6.2.1

　（参考欄を参照のこと）

6.2.2　初期設定手順

　ＳＳＣＦはＳＡＡＬユーザのためにコネクションを設定するとき、初期設定手順の中の複数の状態（ス

テージ）を通る。ステージには、非運用ステージ、初期設定ステージ、検証ステージ、初期設定完了ステー

ジ、運用中ステージがある。図１／ＪＴ－Ｑ２１４０に初期設定手順の概要を示す。図には手順中で異な

るステージへ移るきっかけとなるイベントも示している（これらのイベントについては正式には本標準の

後の章で記述する）。

　初期設定手順は、リンクを運用中状態にする前にその品質を確認するのに利用できる。初期設定手順は、

レイヤマネージメントのエラー監視機能に依存する。

　通常、ＳＳＣＦは、ＳＡＡＬユーザが決定した検証期間（通常または緊急）に従ってリンクの検証を行

う。しかしＳＡＡＬレイヤマネージメントは通常の決定プロセスを無効にして、強制的にリンクを検証さ

せる事や、検証を取りやめさせる事ができる。
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図１／ＪＴ－Ｑ２１４０

初期設定手順の概要

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）
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以下に初期設定成功時の過程の概要を示す。

ステップ１：初期設定ステージ

ＳＡＡＬユーザが初期設定手順を開始させる（非運用ステージから初期設定ステージへの移行）。

ＳＳＣＦはマネージメントの検証状態とユーザの検証状態とに対応するローカルな状態変数を調べる

ことにより、検証期間を設定する。ＳＳＣＦはこの検証期間を相手同位エンティティに伝える。これ

はリンク設定要求時にＳＳＣＦ－ＰＤＵを“ＳＳＣＯＰ－ＵＵ”パラメータに入れる事により行われ

る。次にＳＳＣＦはタイマ（Ｔｉｍｅｒ＿Ｔ２）をスタートさせる。ＳＳＣＦはこのタイマ分だけ初

期設定ステージの完了を待ち、タイマが満了した時点で初期設定の試みを終了する。

ステップ２：　検証ステージ

Ｔｉｍｅｒ＿Ｔ２満了前にＳＳＣＦが初期設定の確認（リンクが既に設定されたことのＳＳＣＯＰ

からの通知）を受信すると、ＳＳＣＦはエラー監視検証を開始するようレイヤマネージメントに通知

する。選択されるべき検証期間は、相手同位エンティティから受信した、相手同位エンティティ側で

要求された検証間隔を示す表示にももとづく。検証期間の選択の詳細なロジックは第１２章に記述さ

れている。

ＳＳＣＦは検証用ＰＤＵを送信する間隔であるタイマ（Ｔｉｍｅｒ＿Ｔ３）を開始する。本タイマ

は検証用ＰＤＵが信号リンクの公称速度の半分で生成されるように選択されるべきである。決められ

た数（検証期間に相当する）の検証用ＰＤＵがその時送信される。送信されるべき決められた検証用

ＰＤＵの数を示すために、カウンタ（カウンタＣ１）が第１２章で使われている。各々の検証用ＰＤ

Ｕの送信後、Ｔｉｍｅｒ＿Ｔ３が再起動される。受信した検証用ＰＤＵは廃棄される。

（ＴＴＣ注）検証用ＰＤＵとは、検証ステージで転送されるＰＤＵのことであり、状態フィールド＝通常

に設定されたものである。

ステップ３：　初期設定完了ステージ

　決められた数の検証用ＰＤＵが送信されたとき、ＳＳＣＦは検証を停止するようレイヤマネージメ

ントに指示する。また、ＳＳＣＦは検証が完了したことを示すために、相手同位にＩＮＳ－ＰＤＵ（状

態フィールドがＩＮＳのＳＳＣＦ－ＰＤＵ）を送信する。ＳＳＣＦは相手同位から同様のＩＮＳ－Ｐ

ＤＵを受信するまで、手順の初期設定完了ステージに留まる。このＰＤＵの受信により運用中ステー

ジに移行することで、初期設定手順は完了する。そして、ＳＳＣＦはリンクが運用中であることをレ

イヤマネージメントとユーザの両方に通知する。かわりに、ＳＳＣＦが検証を完了する前に、相手同

位が検証を完了したことの通知を受けた場合、初期設定手順は検証が成功して完了することにより、

初期設定完了ステージを迂回して、直接、運用中ステージに移行する。
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6.3　ＮＮＩ用シグナリングプロトコルスタック

　ＡＡＬ情報フローと、ＮＮＩ上のＡＴＭレイヤ内で定義されたポイント・ポイントシグナリングバーチャ

ルチャネルとの関係を、図２／ＪＴ－Ｑ２１４０に示す。この図を見ればまた、プロトコルスタック内の

各種の機能ブロックがどのように「隣接部」と関連しているかが分かる。

　図２／ＪＴ－Ｑ２１４０は次のような特性を示す。

　１）シグナリングサポート用に、ＡＡＬ－ＳＡＰ内のコネクションエンドポイントとＡＴＭ－ＳＡＰ内

のコネクションエンドポイント間に１対１の対応が存在する。

　２）ＡＡＬ内において、基本的にはＡＡＬコネクションに関する情報のやりとりは、ＰＤＵタイプ（下

から上の方向）、あるいは、プリミティブタイプ（上から下の方向）により生成されなければなら

ない。

　３）本コネクションは、ポイント・ポイントコネクションとしてＡＡＬユーザに利用でき、確認型情報

転送用にＡＡＬプリミティブにもとづき確認型情報転送を提供する。
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図２／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩにおけるシグナリングプロトコルスタック

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）
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７．ＮＮＩ上のＳＳＣＦとレイヤ３間の境界の定義

7.1　プリミティブ

　ＮＮＩ上のＳＡＡＬユーザをサポートするために必要なプリミティブを表１／ＪＴ－Ｑ２１４０に示す。

これらのプリミティブ名は、ＭＴＰレベル２［11］とＭＴＰレベル３との間でやり取りされるメッセージ

名と同じである。

表１／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＡＡＬとＭＴＰ－３の間のプリミティブ

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

タイプ パラメータ メッセージ

プリミティブ名 要

求

表

示

応

答

確

認

ﾒｯｾｰｼﾞ

ﾕﾆｯﾄ

FSNC BSNT 輻輳

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

ユニット

内　　容

AAL-送信メッセージ ○ ○ レベル３同位間

メッセージ

AAL-受信メッセージ ○ ○ レベル３同位間

メッセージ

AAL-リンク輻輳 ○ ○(注 1)

AAL-リンク輻輳解除

(注２)

○

AAL-緊急 ○

AAL-緊急解除 ○

AAL-停止 ○

AAL-開始 ○

AAL-インサービス ○

AAL-ｱｳﾄｵﾌﾞｻｰﾋﾞｽ ○

AAL-BSNT 回収 ○

AAL-回収要求_FSNC ○ ○

AAL-回収メッセージ ○ ○ 回収される

メッセージ

AAL-回収完了 ○

AAL-BSNT ○ ○

AAL-バッファ解放(注３) ○

AAL-継続　(注３) ○

AAL-BSNT 回収不可能 ○

（注１）国内オプションについては標準ＪＴ－Ｑ７０４［６］を参照のこと。

（注２）すべての国内オプションに適用されるわけではない。標準ＪＴ－Ｑ７０４［６］を参照のこと。

（注３）これらのプリミティブが発生した場合は無視すること。表１／ＪＴ－Ｑ２１４０で定義したプリ

ミティブは、表２／ＪＴ－Ｑ２１４０で示すように使用される。
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表２／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩプリミティブの使用

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

プリミティブ 動作

AAL－送信メッセージ データを送信するためにＡＡＬユーザが使用

AAL－受信メッセージ データを配信するためにＡＡＬが使用

AAL－リンク輻輳 送信側輻輳表示

AAL－リンク輻輳解除 輻輳解除表示

AAL－緊急 リンク検証状態の短縮を表示

AAL－緊急解除 通常リンク検証状態への復帰を指示

AAL－停止 同位間通信の停止

AAL－開始 通信確立に使用

AAL－インサービス リンク利用可

AAL－アウトオブサービス リンク利用不可

AAL－バッファ解放 無視

AAL－継続 無視

AAL－BSNT 回収 回収すべきＢＳＮＴを要求

AAL－回収要求_FSNC 配信されるべき未確認応答メッセージの要求

AAL－回収メッセージ 未確認応答メッセージの配信

AAL－回収完了 完了した未確認応答メッセージの配信

AAL－BSNT ＢＳＮＴ値の配信

AAL－BSNT 回収不可能 ユーザにＢＳＮＴが回収不可であることを通知
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7.2　状態遷移図

　ＳＡＡＬユーザから見たＮＮＩ－ＳＳＣＦ状態遷移図を図３／ＪＴ－Ｑ２１４０に示す。

図３／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＡＡＬユーザからみたＮＮＩ－ＳＳＣＦ状態遷移図

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）
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８．ＮＮＩ上のＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の境界の定義

8.1　ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の信号レパートリー

　ＮＮＩでのＳＳＣＦを詳細に記述するために、ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の信号を定義しなければならな

い。ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間に定義されたサービスアクセスポイントがないという事実を考慮して、「プ

リミティブ」の代わりに「信号」という用語が使用される。

　（ＴＴＣ注）信号のタイプはプリミティブと同様“要求”、“表示”、“応答”、“確認”がある。

　ＮＮＩ上のＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間のＡＡ信号は表３／ＪＴ－Ｑ２１４０に定義されている。

表３／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩ上のＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間で認められているパラメータと信号

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

機　　能 ＳＳＣＦが生成する信号 ＳＳＣＯＰが生成する信号

設　　定 ＡＡ－設定－要求

（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ，ＢＲ）

ＡＡ－設定－応答

（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ，ＢＲ）

ＡＡ－設定－表示

（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ）

ＡＡ－設定－確認

（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ）

確認型データ転送 ＡＡ－データ－要求（ＭＵ） ＡＡ－データ－表示

（ＭＵ，ＳＮ）

解　　放 ＡＡ－解放－要求

（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ）

ＡＡ－解放－表示

（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ，Ｓｏｕｒｃｅ）

ＡＡ－解放－確認（－）

再同期（注） ＡＡ－再同期－表示

（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ）

データ回収 ＡＡ－回収－要求

（ＲＮ）

ＡＡ－回収－表示（ＭＵ）

ＡＡ－回収完了－確認（－）

エラー回復 ＡＡ－回復－応答（－） ＡＡ－回復－表示（－）

非確認型データ転送

（注）

ＡＡ－ユニットデータ－表示

（ＭＵ）

（－）：パラメータが無い信号

注）ＳＳＣＯＰが生成する可能性のある有効信号だが、実際には生成しない。
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　これらの信号の定義は次の通り。

　ａ．「ＡＡ－設定」信号は、同位のユーザエンティティ間で、確認型情報転送のポイント・ポイント・

コネクションの設定に使用される。

　ｂ．「ＡＡ－解放」信号は、同位のユーザエンティティ間で、確認型情報転送のポイント・ポイント・

コネクションの終了に使用される。

　ｃ．「ＡＡ－データ」信号は、同位のユーザエンティティ間のＳＤＵの、確認型のポイント・ポイント

転送に使用される。

　ｄ．「ＡＡ－再同期－表示」信号は、同位ユーザがＳＳＣＯＰコネクションの再同期を起動したことを

知らせる。本サービスは、ＮＮＩではサポートされない。

　ｅ．「ＡＡ－回復」信号は、プロトコル誤りから回復するまでの間に使用される。

　ｆ．「ＡＡ－ユニットデータ－表示」信号は、同位ユーザがポイント・ポイントの、同位ユーザエンティ

ティ間の非確認型ＳＤＵ転送を起動したことを通知する。本サービスは、ＮＮＩではサポートされ

ない。

　ｇ．「ＡＡ－回収」信号は、転送するためにユーザから渡されながら、まだ送信側から解放されていな

いＳＤＵの回収に使用される。

　ｈ．「ＡＡ－回収完了」信号は、ＳＳＣＯＰユーザに返すべきＳＤＵが、これ以上無いことの通知に使

用される。

　ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰの間のパラメータ信号は、標準ＪＴ－Ｑ２１１０［９］にも定義されている。も

し、二つの定義の間に違いがある場合は標準ＪＴ－Ｑ２１１０の方を採用する。これらのパラメータの定

義は次の通り。

　「メッセージユニット（ＭＵ）」パラメータは、可変長メッセージを伝えるための情報転送の

間に使用される。ＡＡ－データ－要求信号内のＭＵパラメータは、ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵ上の情報

フィールドにそのまま設定される。ＡＡ－データ－表示信号とＡＡ－ユニットデータ－表示信号

内のＭＵパラメータには、受信したＳＳＣＯＰ－ＰＤＵの情報フィールドの内容が含まれる。Ａ

Ａ－ユニットデータ－表示信号内のＭＵパラメータの内容は廃棄される。ＡＡ－回収－表示信号

内のＭＵパラメータには、まだ出力を終えていない送信キューかあるいは送信バッファから、Ｓ

ＳＣＦに回収のために返されるメッセージユニットが含まれる。ＭＵは１オクテットの整数倍で

ある。

　「ＳＳＣＯＰユーザ間情報（ＳＳＣＯＰ－ＵＵ）」パラメータは、コネクション制御の間に可

変長のユーザ間メッセージを転送するために使用される。ＳＳＣＯＰ－ＵＵは、存在する場合は

１オクテットの整数倍である。ＳＳＣＯＰ－ＵＵは、ヌル（データがない）でもよい。

　「Ｓｏｕｒｃｅ」パラメータは、ＳＳＣＯＰユーザに、ＳＳＣＯＰレイヤあるいは同位ＳＳＣ

ＯＰユーザのいずれがコネクション解放を起動したかを表示する。このパラメータは二つの変数

“ＳＳＣＯＰ”もしくは“Ｕｓｅｒ”のどちらか一方をとる。“ＳＳＣＯＰ”が表示された場合、

ＳＳＣＦはＳＳＣＯＰ－ＵＵパラメータが存在した場合でも内容を廃棄する。
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　「バッファ解放（ＢＲ）」パラメータは、送信側がコネクション解放時にバッファを解放して

よいかを表示する。このパラメータは、選択的に確認されたメッセージの解放も許容する。“Ｙ

ｅｓ”の値の時は送信バッファと送信キューを解放してよいことを表し、“Ｎｏ”の値の時は送

信バッファと送信キューを解放してはいけないことを表す。

　「シーケンス番号（ＳＮ）」パラメータは、ＳＳＣＯＰで受信されＳＳＣＦに配信されるＳＤ

－ＰＤＵ内に設定されたＮ（Ｓ）ＰＤＵパラメータの値を表示し、データ回収の操作に利用され

る。

　「回収番号（ＲＮ）」は、データ回収のために利用される。ＲＮ＋１の値は、 初に回収され

るべきＳＤ－ＰＤＵのＮ（Ｓ）の値を表す。値“Ｕｎｋｎｏｗｎ”は、未送信のＳＤ－ＰＤＵだ

けが回収されることを表す。値“Ｔｏｔａｌ”は、送信バッファと送信キューの両方から全ての

ＳＤ－ＰＤＵが回収されるべきことを表す。

　ＮＮＩでのＳＡＡＬユーザがデータ回収サービスを利用できるようにするため、ＢＲパラメータは、Ｎ

ＮＩ用ＳＳＣＦでは常に“Ｎｏ”の値が設定されなければならない。

8.2　ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の信号シーケンス

　ある特定のコネクションに関連して、ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰとの間で可能な信号シーケンスの全体は、

図４／ＪＴ－Ｑ２１４０の状態遷移図で定義される。同図に関する説明を以下に示す。

　ａ）状態番号と状態名称はＳＳＣＯＰの状態に対応している。

　ｂ）許容される信号は、状態遷移（ある状態から同じ状態へ、またはある状態から別の状態への遷移）

を起こすものとして図に記述されているものだけである。

　ｃ）ＳＳＣＯＰとＳＳＣＦとの間でやりとりされる信号は、衝突が起こらないように調整されているこ

とを前提とする。

　ｄ）「アイドル」状態（状態１）は、コネクションが存在しないことを示す。この状態は、いずれの信

号シーケンスの初期状態であるとともに 終状態でもあり、再びこの状態に入るとコネクションは

解放される。
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（注）ＳＳＣＯＰコネクションエンドポイントの状態である回復起動中（状態８）は、ＳＳＣＯＰの状態

である回復応答待機中（状態８）と入側回復起動中（状態９）を包含している。これらの状態のど

ちらが適用されているかは、ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰの境界では見えない。出側回復起動中（状態７）

は、ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰの境界では見えない。

図４／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間の信号シーケンスの状態遷移図

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）
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９．ＳＳＣＦとレイヤマネージメント間の境界の定義

　ＳＳＣＦとレイヤマネージメント間の信号は、表４／ＪＴ－Ｑ２１４０に定義されている。

表４／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦとＬＭ（レイヤマネージメント）間の信号

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

信　　　号 方　　　向

ＭＡＡＬ－検証－表示 ＳＳＣＦからＬＭへ

ＭＡＡＬ－検証停止－表示 ＳＳＣＦからＬＭへ

ＭＡＡＬ－検証失敗－応答 ＬＭからＳＳＣＦへ

ＭＡＡＬ－強制検証－要求 ＬＭからＳＳＣＦへ

ＭＡＡＬ－強制緊急－要求 ＬＭからＳＳＣＦへ

ＭＡＡＬ－強制モード解除－要求 ＬＭからＳＳＣＦへ

ＭＡＡＬ－解放－要求 ＬＭからＳＳＣＦへ

ＭＡＡＬ－報告－表示 ＳＳＣＦからＬＭへ

　これらの信号は以下のように定義される。

　「ＭＡＡＬ－検証－表示」は、コネクションの検証を開始するために使用される。

　「ＭＡＡＬ－検証停止－表示」は、検証手順が終了したことを示すために使用される。

　「ＭＡＡＬ－検証失敗－応答」は、検証に失敗したことをＳＳＣＦに対して通知するために使用される。

　「ＭＡＡＬ－強制検証－要求」は、レイヤマネージメントが検証を行うモードを要求していることを示

す。

　「ＭＡＡＬ－強制緊急－要求」は、レイヤマネージメントが検証を行わないモードを要求していること

を示す。

　「ＭＡＡＬ－強制モード解除－要求」は、レイヤマネージメントは検証モードとして、“緊急”でも“通

常”でもない“ニュートラル”であることを示す（表７／ＪＴ－Ｑ２１４０および表８／ＪＴ－Ｑ２１４

０を参照）。

　「ＭＡＡＬ－解放－要求」は、コネクションを解放するのに使用される。

　「ＭＡＡＬ－報告－表示」は、レイヤマネージメントにＳＳＣＦが検出したイベントを通知するために

使用される。一般的構造を以下に示す。

　「ＭＡＡＬ－報告－表示（“下位境界条件”、“上位境界条件”、“例外的状況下での理由”）」

　ここで、

　“下位境界条件”は、パラメータ値として“ＬＲ”、“ＲＲ”、“ＳＲ”、“－”のいずれかに設

定される。

　“上位境界条件”は、パラメータ値として“ＡＬＮ”、“ＩＮＳ”、“ＯＯＳ”、“－”のいずれ

かに設定される。

　“例外的状況下での理由”は、パラメータ値として“ＡＮＳ”、“ＣＣ”、“ＣＤ”、“ＰＥ”、

“ＰＤＵＴ”、“ＳＲＥＣ”、“ＳＳＣＯＰ－ＵＵ”、“ＵＤＲ”、“－”のいずれかに設定される。
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　パラメータ値の略号：

ＡＬＮ 初期設定状態 (Alignment)

ＡＮＳ 初期設定失敗 (Alignment Not Successful)

ＣＣ 輻輳解除 (Congestion Ceased)

ＣＤ 輻輳検出 (Congestion Detected)

ＩＮＳ 運用状態 (In Service)

ＬＲ ローカル解放 (Local Release)

ＯＯＳ 非運用状態 (Out Of Service)

ＰＤＵＴ ＰＤＵ送信 (PDU Transmitted)

ＰＥ プロトコルエラー (Protocol Error)

ＲＲ リモート解放 (Remote Release)

ＳＲ ＳＳＣＯＰ解放 (SSCOP Release)

ＳＲＥＣ ＳＳＣＯＰ回復 (SSCOP Recover)

ＳＳＣＯＰ－ＵＵ ＳＳＣＯＰユーザ間情報 (SSCOP User-to-User Information)

ＵＤＲ ユニットデータ受信 (UNITDATA Received)

－ 空き (Empty)

　「ＭＡＡＬ－報告－表示」信号のパラメータ値とその他のＭＡＡＬ信号によってレイヤマネージメント

に対してＳＳＣＦの状態が明解に伝わる。（表６／ＪＴ－Ｑ２１４０にその伝達の様子が示されている。）

10．同位間通信用プロトコルエレメント

　ＮＮＩにおける同位ＳＳＣＦ間では１つのＳＳＣＦ－ＰＤＵタイプ（フォーマット）のみが使用される。

このＳＳＣＦ－ＰＤＵは、送信側の現在の状態を相手同位に通知するために使用される情報フィールドの

みを持っている。ＳＳＣＦ－ＰＤＵのフォーマットを、図５／ＪＴ－Ｑ２１４０に示す。

　ＳＳＣＦ－ＰＤＵは、ＡＡ－データ－要求信号のメッセージユニット（ＭＵ）として送ることも可能で

あるし、またＡＡ－設定－要求信号、あるいはＡＡ－解放－要求信号のＳＳＣＯＰ－ＵＵとして送ること

も可能である。長さが４オクテットであるＡＡ－データ－表示信号の全受信ＭＵは、ＳＳＣＦ－ＰＤＵと

して扱われる。長さが４オクテットを越えるＡＡ－データ－表示信号内の全受信ＭＵは、ユーザメッセー

ジとして扱われる。

１ ２ ３ ４

予約フィールド 状態フィールド

図５／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦ－ＰＤＵのフォーマット

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）
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　状態フィールドは次のようにコード化される。

０００００００１ アウトオブサービス ＯＯＳ (Out of Service)

００００００１０ 予約

００００００１１ インサービス ＩＮＳ (In Service)

０００００１００ 通常 ＮＭ (Normal)

０００００１０１ 緊急 ＥＭ (Emergency)

０００００１１１ 初期設定失敗 ＡＮＳ (Alignment Not Successful)

００００１０００ マネージメント初期化完了 ＭＩ (Management Initiated)

００００１００１ プロトコルエラー ＰＥ (Protocol Error)

００００１０１０ 検証失敗 ＰＮＳ (Proving Not Successful)

　（ＴＴＣ注）予約フィールドは、受信側で無視される（第１２章参照）。

11．デフォルトパラメータおよびタイマ

　本節では、シグナリングをサポートするために使用されるデフォルトＳＳＣＯＰパラメータを定義する。

表５／ＪＴ－Ｑ２１４０でデフォルトプロトコルパラメータを示す。これらの値は、ＮＮＩにおいて６４

ｋｂ／ｓで動作するシグナリング用バーチャルコネクションにもとづく。しかしながら、これらの値は、

広範囲の動作環境でも十分な性能を提供する。パラメータおよびタイマ用の適切な値は、サービス要求条

件、リンク品質、リンク速度、往復遅延、および、受信側の並べ替えバッファのサイズに依存する。した

がって、実装では調整可能とすること。ＮＮＩにおいて、Ｔｉｍｅｒ＿ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥ、Ｔｉｍ

ｅｒ＿ＰＯＬＬ、Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥ、およびＴｉｍｅｒ＿ＩＤＬＥのデフォルト値は、

信号リンクに障害が発生した事を迅速に検出できるように設定する。Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬを短く設定す

ると、「ＭａｘＰＤ」パラメータの使用によるＰＯＬＬ－ＰＤＵの生成はほとんど役に立たず、そこでＭ

ａｘＰＤのデフォルト値は実際には絶対に起こらないような値に設定されている。

　以下のパラメータおよびタイマがＮＮＩ上のＳＳＣＦ内で使用される。

ｎ１： 通常の検証中に送られるＰＤＵの数

Ｔ１： 初期設定手順中でのリンク切断動作からの次のリンク再設定動作までの時間

Ｔ２： ＳＳＣＦの初期設定ステージ完了待ち時間

Ｔ３： 検証用ＰＤＵの送信間隔

　プロトコルタイマの許容誤差については、本標準の範囲外である。
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表５／ＪＴ－Ｑ２１４０

パラメータおよびタイマのデフォルト値

（ＩＴＵ-Ｔ　Ｑ．２１４０）

パラメータまたはタイマ デフォルト値

ＳＳＣＯＰパラメータとタイマ

ｋ ４０９６　オクテット

ｊ ４　オクテット

ＭａｘＣＣ ４

ＭａｘＰＤ ５００

Ｔｉｍｅｒ＿ＣＣ ２００ミリ秒（注１）

Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥ １００ミリ秒（注３）

Ｔｉｍｅｒ＿ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥ １．５秒（注２）

Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ １００ミリ秒（注３）

Ｔｉｍｅｒ＿ＩＤＬＥ １００ミリ秒

ＳＳＣＦパラメータとタイマ

Ｔｉｍｅｒ＿Ｔ１ ５秒

Ｔｉｍｅｒ＿Ｔ２ ３０秒

Ｔｉｍｅｒ＿Ｔ３ シグナリングリンクの負荷は公称セル速度の

約５０％が適当

ｎ１ １０００

　（注１）衛星回線接続の場合７００ミリ秒位の値が適当である。

　（注２）動作環境によっては、この値を変えることによってパフォーマンスを高めることができる。

　（注３）Ｔｉｍｅｒ＿ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥおよびＴｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬについては、 初の満了が規

定値よりも早く起こるかどうかは問題ではないが、以降の満了は規定値の許容誤差内に起こる

こと。

12．ＮＮＩ上のＳＳＣＦの状態遷移表

　本節は、表６／ＪＴ－Ｑ２１４０に示した、ＮＮＩ上のＳＳＣＦの状態遷移表を含む。本ＳＳＣＦは、

ＡＡＬコネクションエンドポイントでサービスを提供し、これらのサービスは、図３／ＪＴ－Ｑ２１４０

で定義の状態遷移図に従ってＡＡＬプリミティブにより起動される。ＳＳＣＦはＳＳＣＯＰサブレイヤに

より提供されるサービスを使用し、これらのサービスは、図４／ＪＴ－Ｑ２１１０（注）で定義の信号シー

ケンス用の状態遷移図に従ってＡＡ信号により起動される。ＳＳＣＦはまた、ＳＳＣＳレイヤマネージメ

ントと相互動作し、管理プレーン機能を起動および中止する。

　（注）図４／ＪＴ－Ｑ２１４０は図２／ＪＴ－Ｑ２１１０で示されたＮＮＩ上のＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ

間状態遷移図の抜粋である。
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　ＳＳＣＦは、サービスユーザからのプリミティブの受信、および／または、サービス提供者からの信号

の受信（ＳＳＣＯＰからのＡＡ信号またはＭＡＡＬ信号）の結果として、それらに応じた適当なプリミティ

ブ（ＭＴＰ－３境界）、および／または、信号（ＳＳＣＯＰとの境界またはＳＳＣＦ　ＬＭとの境界）を

発行することにより、プリミティブと信号のマッピングを実行する。状態遷移表は概念的なものであり、

実装時に設計者が状態を分割することを妨げるものではない。あるイベントに対しては、いくつかの状態

で同じ動作があり、このことを実装時に利用してもよい。

　ＳＳＣＦステートマシーンの状態は、ＳＳＣＦの下位境界、上位境界およびＬＭ境界の状態を反映する

ように番号付けされている。これらのＮＮＩのＳＳＣＦの複合状態番号は、３つの番号の組み合わせＲ／

Ｓ／Ｔで番号付けされる。ここで、Ｒは、ＡＡＬ－プリミティブシーケンス後の上位境界の状態（図３／

ＪＴ－Ｑ２１４０参照）、Ｓは、ＡＡ－信号シーケンス後の下位境界の状態（図４／ＪＴ－Ｑ２１４０参

照）、Ｔは、ＭＡＡＬ－信号のシーケンス後のＬＭ境界の状態である。状態番号は下記の通りである。

上位状態 ＳＳＣＦが認識するＳＳＣＯＰとの境界 ＬＭ状態

１　非運用状態 １　アイドル １　非運用状態

２　初期設定状態 ２　出側コネクション起動中 ２　初期設定状態

３　運用中状態 ３　入側コネクション起動中 ３　検証状態

４　出側切断起動中 ４　初期設定完了状態

６　入側再同期起動中 ５　運用中状態

８　回復応答待機中

１０　データ転送可能

　次のような状態が定義される。

１／１／１　非運用／アイドル

　この状態ではコネクションはアイドルである。

１／４／１　非運用／出側切断起動中

　ユーザまたはレイヤマネージメントが、それぞれＡＡＬ－停止－要求プリミティブまたはＭ

ＡＡＬ－解放－要求信号を発行した後の状態である。これらの要求によりＳＳＣＦは、ＡＡ－

解放－要求信号を発行し、ＳＳＣＦは、ＳＳＣＯＰコネクション解放の確認であるＡＡ－解放

－確認信号を待っている。

２／１／２　初期設定／アイドル

　ＳＡＡＬユーザがＳＳＣＦに対してＡＡＬコネクションの提供を要求した後の状態である。

本要求は、ＡＡ－設定－要求信号によりＳＳＣＯＰに渡されたが、コネクション設定または検

証に失敗した。ＳＳＣＦは、このプロセスの再試行を待っている。このプロセスは、監視機能

がＡＡＬコネクションの設定をあきらめるべきと表示するまで繰り返される。

２／２／２　初期設定／出側接続起動中

　ＳＡＡＬユーザがＡＡＬ－開始－要求プリミティブを発行した後、ＳＳＣＦはＳＳＣＯＰコ

ネクションの確認を待っている状態である。
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２／４／２　初期設定／出側切断起動中

　ＳＳＣＦ、または検証に失敗した場合はレイヤマネージメントが、ＳＳＣＯＰコネクション

の解放を要求した後の状態である。本要求は、ＡＡ－解放－要求信号によりＳＳＣＯＰに渡さ

れ、ＳＳＣＦはＳＳＣＯＰコネクション解放の確認であるＡＡ－解放－確認信号を待っている。

ＳＳＣＦ内におけるこの状態への遷移は、ＳＡＡＬユーザには示されない。

３／１０／５　運用中／データ転送可能

　この状態ではシグナリングコネクションが運用中で、ユーザによりシグナリングメッセージ

の転送用に使用可能である。

２／１０／３　検証中／データ転送可能

　この状態ではＳＳＣＯＰコネクションが確立され、ＳＳＣＳレイヤマネージメントはリンク

の品質を確認するために初期設定エラー率監視を実行している。

２／１０／４　初期設定完了／データ転送可能

　この状態ではＳＳＣＦは検証を完了し、相手同位側からシグナリングリンクが運用中になっ

たという表示を待っている。

　付図３－１／ＪＴ－Ｑ２１４０は、ＮＮＩ上のＳＳＣＦと隣接する機能ブロック間のプリミティブおよ

び信号の概要を示す。

　表６／ＪＴ－Ｑ２１４０中のイベントは、上位境界におけるプリミティブ、下位境界における信号、お

よびレイヤマネージメントとの境界におけるプリミティブである。

　ＳＳＣＦは３つの内部フラグ（ＩＮＳフラグ、ＭＰＳおよびＵＰＳ）を持ち、次のような値をとること

ができる。

ＩＮＳフラグ： 真または偽。表中では各々１または０と示す。

ＭＰＳ： 通常（ＮＭ）、緊急（ＥＭ）またはニュートラル（Ｎ）。

ＵＰＳ： 通常（ＮＭ）または緊急（ＥＭ）。

　フラグの初期値は次の通りである。

　ＩＮＳフラグ：未定義

　ＵＰＳ＝通常

　ＭＰＳ＝ニュートラル

　以下の各項は状態遷移表全体にわたって適用される。

　１：ＭＡＡＬ－報告－表示信号のパラメータが“ＳＳＣＯＰ－ＵＵ”の場合には、受信ＳＳＣＯＰ－Ｕ

ＵフィールドのＰＤＵタイプが、ＭＡＡＬ－報告－表示信号のイベント依存情報パラメータに転送

される。

　２：受信ＳＳＣＦ－ＰＤＵの予約フィールドの内容は無視される。
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　３：ローカルにおいて正しく実装されるならば、“不正”となっているＭＴＰ－３から受信したプリミ

ティブおよびＳＳＣＯＰから受信した信号は発生しないはずである。表６／ＪＴ－Ｑ２１４０中で

“不正”となっているイベントの中には、ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰの境界における衝突に起因して発

生するものがありうるが、ここでは発生しないと仮定している。

　４：実装依存のプロセスによりＳＡＡＬが自分の受信側の輻輳を検出すると、ＳＡＡＬはＳＳＣＯＰク

レジット（与えられているウインドウ）を減らすことにより着信メッセージのフローを減らす。Ｓ

ＡＡＬがＳＳＣＯＰウインドウを設定するプロセスは、実装に依存する。
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表６／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（１／１０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

状態

起動中 SSCF タイマ

非運用／

アイドル

1/1/1

非運用／

出側切断起動中

1/4/1

初期設定／

アイドル

2/1/2
Timer_T1,Timer_T2

初期設定／出側コ

ネクション起動中

2/2/2
Timer_T2

イベント

AAL-開始-要求 AA-設定-要求

{SSCOP-UU :=
NM または EM,
BR := No}（注２）

MAAL-報告-表示

{-,ALN,-}
Timer_T2 起動

2/2/2

AA-設定-要求

{SSCOP-UU :=
NM または EM,
BR = No}（注２）

MAAL-報告-表示

{-,ALN,-}
Timer_T2 起動

2/2/2

不正 不正

AAL-停止-要求 不正 不正 Timer_T1,Timer_T2
解除

UPS := NM
MAAL-報告-表示

{-,OOS,-}

1/1/1

AA-解放-要求

{SSCOP-UU:=OOS}
Timer_T2 解除

UPS := NM
MAAL-報告-表示

{-,OOS,-}
1/4/1

AAL-緊急-要求 UPS := EM
1/1/1

UPS := EM
1/4/1

UPS := EM
2/1/2

UPS := EM
2/2/2

AAL-緊急解除-要求 UPS := NM
1/1/1

UPS := NM
1/4/1

UPS := NM
2/1/2

UPS := NM
2/2/2

AAL-送信メッセー

ジ-要求

不正 不正 不正 不正

AAL-BSNT 回収 -要
求

IF BSNT 有効

THEN
AAL-BSNT-確認

{ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｰﾀ  :＝
BSNT}（注４）

ELSE
AAL-BSNT回収不可

能-確認

1/1/1

IF BSNT 有効

THEN
AAL-BSNT-確認

{ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｰﾀ  :＝
BSNT}（注４）

ELSE
AAL-BSNT回収不可

能-確認

1/4/1

不正 不正

AAL-回収要求

_FSNC-要求

AA-回収-要求

{RN :=パラメータ

データ}
1/1/1

AA-回収-要求

{RN :=パラメータ

データ}
1/4/1

不正 不正

AAL-バッファ解放-
要求

1/1/1 1/4/1 不正 不正

AAL-継続-要求 1/1/1 1/4/1 不正 不正
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表６／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（２／１０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

状態

起動中 SSCF タイマ

非運用／

アイドル

1/1/1

非運用／

出側切断起動中

1/4/1

初期設定／

アイドル

2/1/2
Timer_T1,Timer_T2

初期設定／出側コ

ネクション起動中

2/2/2
Timer_T2

イベント

AA-設定-表示

SSCOP-UU=EM,NM
の場合

AA-解放-要求

{SSCOP-UU:=OOS}

1/1/1

不正 AA-設定-応答

{SSCOP-UU :=
NM または EM,
BR: = No}（注２）

MAAL-検証-表示

Timer_T1 解除

N1 生成（注１）

C1 := N1
Timer_T3 起動

INS フラグ:＝0
2/10/3

不正

AA-設定-表示

SSCOP-UU =上記以

外の場合

AA-解放-要求

{SSCOP-UU=OOS}

1/1/1

不正 AA-解放-要求

{SSCOP-UU := PE}
MAAL-報告-表示

{LR,-,PE}

2/1/2

不正

AA-設定-確認

SSCOP-UU=EM,NM
の場合

不正 不正 不正 MAAL-検証-表示

N1 生成

C1 := N1（注１）

Timer_T3 起動

INS フラグ:＝ 0
2/10/3

AA-設定-確認

SSCOP-UU=上記以

外の場合

不正 不正 不正 AA-解放-要求

{SSCOP-UU := PE}
MAAL-報告-表示

(LR,-,PE)
2/4/2

AA-解放-表示

Source=USER の場合

不正 不正 不正 MAAL-報告-表示

{RR,-,SSCOP-UU}
Timer_T1 起動

2/1/2
AA-解放-表示

Source = SSCOP
の場合

不正 不正 不正 MAAL-報告-表示

{SR,-,-}
Timer_T1 起動

2/1/2
AA-解放-確認 不正 1/1/1 不正 不正

AA-データ-表示

MU > 4 オクテット

の場合

不正 不正 不正 不正
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表６／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（３／１０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

状態

起動中 SSCF タイマ

非運用／

アイドル

1/1/1

非運用／

出側切断起動中

1/4/1

初期設定／

アイドル

2/1/2
Timer_T1,Timer_T2

初期設定／出側コ

ネクション起動中

2/2/2
Timer_T2

イベント

AA-データ-表示

MU = 4 オクテット

かつ

PDU タイプ＝INS
の場合

不正 不正 不正 不正

AA-データ-表示

MU = 4 オクテット

かつ

PDU タイプ＝NM
の場合

不正 不正 不正 不正

AA-データ-表示

MU が上記以外

（注８）の場合

不正 不正 不正 不正

AA-再同期-表示 不正 不正 不正 不正

AA-回復-表示 不正 不正 不正 不正

AA-ユニットデータ-
表示

MAAL-報告-表示

{-,-,UDR}
1/1/1

MAAL-報告-表示

{-,-,UDR}
1/4/1

MAAL-報告-表示

{-,-,UDR}
2/1/2

MAAL-報告-表示

{-,-,UDR}
2/2/2

AA-回収-表示 IF MU > 4 ｵｸﾃｯﾄ
THEN
AAL-回収ﾒｯｾｰｼﾞ

-表示

{ﾊ ﾟ ﾗ ﾒ ｰ ﾀ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ :＝
MU}
ELSE
MU 廃棄

1/1/1

IF MU > 4 ｵｸﾃｯﾄ
THEN
AAL-回収ﾒｯｾｰｼﾞ

-表示

{ﾊ ﾟ ﾗ ﾒ ｰ ﾀ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ :＝
MU}
ELSE
MU 廃棄

1/4/1

不正 不正

AA-回収完了-表示 AAL-回収完了-表示

1/1/1
AAL-回収完了-表示

1/4/1
不正 不正
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表６／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（４／１０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

状態

起動中 SSCF タイマ

非運用／

アイドル

1/1/1

非運用／

出側切断起動中

1/4/1

初期設定／

アイドル

2/1/2
Timer_T1,Timer_T2

初期設定／出側コ

ネクション起動中

2/2/2
Timer_T2

イベント

MAAL-検証失敗

-応答

不正 不正 不正 不正

MAAL-解放-要求 1/1/1 1/4/1 AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

Timer_T1,Timer_T2
解除

UPS := NM

1/1/1

AA-解放-要求

{SSCOP-UU := MI}
AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

Timer_T2 解除

UPS := NM
1/4/1

MAAL-強制検証

-要求

MPS := NM
1/1/1

MPS := NM
1/4/1

MPS := NM
2/1/2

MPS := NM
2/2/2

MAAL-強制緊急

-要求

MPS := EM
1/1/1

MPS := EM
1/4/1

MPS := EM
2/1/2

MPS := EM
2/2/2

MAAL-強制モード

解除-要求

MPS := N
1/1/1

MPS := N
1/4/1

MPS := N
2/1/2

MPS := N
2/2/2

ローカル輻輳

（注５）

実装に依存する

（注６）

1/1/1

実装に依存する

（注６）

1/4/1

実装に依存する

（注６）

2/1/2

実装に依存する

（注６）

2/2/2
ローカル輻輳解除

（注５）

実装に依存する

-（注６）

1/1/1

実装に依存する

（注６）

1/4/1

実装に依存する

（注６）

2/1/2

実装に依存する

（注６）

2/2/2
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表６／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（５／１０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

状態

起動中 SSCF タイマ

非運用／

アイドル

1/1/1

非運用／

出側切断起動中

1/4/1

初期設定／

アイドル

2/1/2
Timer_T1,Timer_T2

初期設定／出側コ

ネクション起動中

2/2/2
Timer_T2

イベント

Timer_T1 満了 不正 不正 AA-設定-要求

{SSCOP-UU :=
NM または EM,
BR := No}（注２）

2/2/2

不正

Timer_T2 満了 不正 不正 AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

MAAL-報告-表示

{LR,OOS,ANS}
Timer_T1 解除

UPS := NM

1/1/1

AA-解放-要求

{SSCOP-UU:=ANS}
AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

MAAL-報告-表示

{LR,OOS,ANS}
UPS := NM
1/4/1

Timer_T3 満了

かつ

C1 > 0

不正 不正 不正 不正

Timer_T3 満了

かつ

C1 = 0

不正 不正 不正 不正
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表６／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（６／１０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

状態

起動中 SSCF タイマ

初期設定／

出側切断起動中

2/4/2
Timer_T2

運用中／

データ転送可能

3/10/5

検証／

データ転送可能

2/10/3
Timer_T2,Timer_T3

初期設定完了／

データ転送可能

2/10/4
Timer_T2

イベント

AAL-開始-要求 不正 不正 不正 不正

AAL-停止-要求 MAAL-報告-表示

{-,OOS,-}
Timer_T2 解除

UPS := NM

1/4/1

AA-解放-要求

{SSCOP-UU:=OOS}
MAAL-報告-表示

{LR,OOS,-}
UPS := NM

1/4/1

AA-解放-要求

{SSCOP-UU:=OOS}
MAAL-報告-表示

{LR,OOS,-}
MAAL-検証停止

-表示

Timer_T2,Timer_T3
解除

UPS := NM
1/4/1

AA-解放-要求

{SSCOP-UU:=OOS}
MAAL-報告-表示

{LR,OOS,-}
Timer_T2 解除

UPS := NM

1/4/1
AAL-緊急-要求 UPS := EM

2/4/2
不正 UPS := EM

2/10/3
UPS := EM
2/10/4

AAL-緊急解除-要求 UPS := NM
2/4/2

不正 UPS := NM
2/10/3

UPS = NM
2/10/4

AAL-送信メッセー

ジ-要求

不正 AA-データ-要求

{MU :=
ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｰﾀ}
MAAL-報告-表示

{-,-,PDUT}
3/10/5

不正 不正

AAL-BSNT 回収 -要
求

不正 不正 不正 不正

AAL-回収要求

_FSNC-要求

不正 不正 不正 不正

AAL-バッファ解放-
要求

不正 不正 不正 不正

AAL-継続-要求 不正 不正 不正 不正
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表６／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（７／１０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

状態

起動中 SSCF タイマ

初期設定／

出側切断起動中

2/4/2
Timer_T2

運用中／

データ転送可能

3/10/5

検証／

データ転送可能

2/10/3
Timer_T2,Timer_T3

初期設定完了／

データ転送可能

2/10/4
Timer_T2

イベント

AA-設定-表示

SSCOP-UU=EM,NM
の場合

不正 不正 不正 不正

AA-設定-表示

SSCOP-UU =上記以

外の場合

不正 不正 不正 不正

AA-設定-確認

SSCOP-UU=EM,NM
の場合

不正 不正 不正 不正

AA-設定-確認

SSCOP-UU =上記以

外の場合

不正 不正 不正 不正

AA-解放-表示

Source = USER
の場合

不正 AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

MAAL-報告-表示

{RR,-,SSCOP-UU}
UPS := NM

1/1/1

MAAL-報告-表示

{RR,-,SSCOP-UU}
MAAL-検証停止-表
示

Timer_T1 起動

Timer_T3 解除

2/1/2

MAAL-報告-表示

{RR,-,SSCOP-UU}
Timer_T1 起動

2/1/2
AA-解放-表示

Source = SSCOP
の場合

不正 AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

MAAL-報告-表示

{SR,OOS,-}
UPS := NM

1/1/1

MAAL-報告-表示

{SR,-,-}
MAAL-検証停止

-表示

Timer_T1 起動

Timer_T3 解除

2/1/2

MAAL-報告-表示

{SR,-,-}
Timer_T1 起動

2/1/2
AA-解放-確認 Timer_T1 起動

2/1/2
不正 不正 不正

AA-データ-表示

MU > 4 オクテット

の場合

不正 AAL-受信メッセー

ジ-表示

{ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｰﾀ:= MU}

3/10/5

MAAL-報告-表示

{LR,-,PE}
AA-解放-要求

{SSCOP-UU := PE}
MAAL-検証停止

-表示

Timer_T3 解除

2/4/2

AA-解放-要求

{SSCOP-UU := PE}
MAAL-報告-表示

{LR,-,PE}

2/4/2
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表６／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（８／１０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

状態

起動中 SSCF タイマ

初期設定／

出側切断起動中

2/4/2
Timer_T2

運用中／

データ転送可能

3/10/5

検証／

データ転送可能

2/10/3
Timer_T2,Timer_T3

初期設定完了／

データ転送可能

2/10/4
Timer_T2

イベント

AA-データ-表示

MU = 4 オクテット

かつ

PDU タイプ= INS
の場合

不正 AA-解放-要求

{SSCOP-UU :=PE}
AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

MAAL-報告-表示

{LR,OOS,PE}
UPS := NM
1/4/1

INS フラグ:＝1

2/10/3

AAL-インサービス-
表示

MAAL-報告-表示

{-,INS,-}
Timer_T2 解除

3/10/5
AA-データ-表示

MU=4 オクテット

かつ

PDU タイプ＝NM
の場合

不正 AA-解放-要求

{SSCOP-UU := PE}
AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

MAAL-報告-表示

{LR,OOS,PE}
UPS := NM
1/4/1 2/10/3 2/10/4

AA-データ-表示

MU が上記以外

（注８）の場合

不正

3/10/5 2/10/3 2/10/4
AA-再同期-表示 不正 AA-解放-要求

{SSCOP-UU := PE}
AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

MAAL-報告-表示

{LR,OOS,PE}
UPS := NM
1/4/1

MAAL-報告-表示

{LR,-,PE}
AA-解放-要求

{SSCOP-UU := PE}
MAAL-検証停止-表
示

Timer_T3 解除

2/4/2

MAAL-報告-表示

{LR,-,PE}
AA-解放-要求

{SSCOP-UU := PE}

2/4/2
AA-回復-表示 不正 AA-回復-応答{-}

MAAL-報告-表示

{-,-,SREC}

3/10/5

MAAL-報告-表示

{LR,-,PE}
AA-解放-要求

{SSCOP-UU := PE}
MAAL-検証停止-表
示

Timer_T3 解除

2/4/2

AA-回復-応答{-}
MAAL-報告-表示

{-,-,SREC}

2/10/4
AA-ユニットデータ-
表示

MAAL-報告-表示

{-,-,UDR}
2/4/2

MAAL-報告-表示

{-,-,UDR}
3/10/5

MAAL-報告-表示

{-,-,UDR}
2/10/3

MAAL-報告-表示

{-,-,UDR}
2/10/4

AA-回収-表示 不正 不正 不正 不正

AA-回収完了-表示 不正 不正 不正 不正
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表６／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（９／１０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

状態

起動中 SSCF タイマ

初期設定／

出側切断起動中

2/4/2
Timer_T2

運用中／

データ転送可能

3/10/5

検証／

データ転送可能

2/10/3
Timer_T2,Timer_T3

初期設定完了／

データ転送可能

2/10/4
Timer_T2

イベント

MAAL-検証失敗 -応
答

不正 不正 AA-解放-要求

{SSCOP-UU:=PNS}
Timer_T3 解除

2/4/2

不正

MAAL-解放-要求 AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

Timer_T2 解除

UPS := NM

1/4/1

AA-解放-要求

{SSCOP-UU := MI}
AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

UPS := NM

1/4/1

AA-解放-要求

{SSCOP-UU := MI}
AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

Timer_T2,Timer_T3
解除

UPS := NM
1/4/1

AA-解放-要求

{SSCOP-UU := MI}
AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

Timer_T2 解除

UPS := NM

1/4/1
MAAL-強制検証 -要
求

MPS := NM
2/4/2

MPS := NM
3/10/5

MPS := NM
2/10/3

MPS := NM
2/10/4

MAAL-強制緊急 -要
求

MPS := EM
2/4/2

MPS := EM
3/10/5

MPS := EM
2/10/3

MPS := EM
2/10/4

MAAL-強制モード

解除-要求

MPS := N
2/4/2

MPS := N
3/10/5

MPS := N
2/10/3

MPS := N
2/10/4

ローカル輻輳

（注５）

実装に依存する

（注６）

2/4/2

AAL-リンク輻輳-表
示

{level}（注３）

MAAL-報告-表示

{-,-,CD}

3/10/5

AA-解放-要求

{SSCOP-UU :=PNS}
MAAL-報告-表示

{LR,-,CD}
MAAL-検証停止-表
示

Timer_T3 解除

2/4/2

AAL-リンク輻輳-表
示

{level}（注３）

MAAL-報告-表示

{-,-,CD}

2/10/4
ローカル輻輳解除

（注５）

MAAL-報告-表示

{-,-,CC}

2/4/2

AAL-リンク輻輳解

除-表示

MAAL-報告-表示

{-,-,CC}
3/10/5

不正（注７） AAL-リンク輻輳解

除-表示

MAAL-報告-表示

{-,-,CC}
2/10/4
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表６／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＮＮＩにおけるＳＳＣＦの状態遷移表（１０／１０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

状態

起動中 SSCF タイマ

初期設定／

出側切断起動中

2/4/2
Timer_T2

運用中／

データ転送可能

3/10/5

検証／

データ転送可能

2/10/3
Timer_T2,Timer_T3

初期設定完了／

データ転送可能

2/10/4
Timer_T2

イベント

Timer_T1 満了 不正 不正 不正 不正

Timer_T2 満了 AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

MAAL-報告-表示

{-,OOS,ANS}
UPS := NM

1/4/1

不正 MAAL-報告-表示

{LR,OOS,ANS}
MAAL-検証停止-表
示

AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

AA-解放-要求

{SSCOP-UU:=ANS}
Timer_T3 解除

UPS := NM
1/4/1

MAAL-報告-表示

{LR,OOS,ANS}
AAL- ア ウ ト オ ブ

サービス-表示

AA-解放-要求

{SSCOP-UU:=ANS}
UPS := NM

1/4/1
Timer_T3 満了

かつ

C1 > 0

不正 不正 AA-データ-要求

{MU:=NM}
C1 の減算

Timer_T3 起動

2/10/3

不正

Timer_T3 満了

かつ

C1 = 0

不正 不正 IF (INS フラグ＝ 0)
THEN
MAAL-検証停止-表
示

AA-データ-要求

{MU := INS}
2/10/4

ELSE
MAAL-検証停止-表
示

AA-データ-要求

{MU := INS}
MAAL-報告-表示

{-,INS,-}
AAL-インサービス-
表示

Timer_T2 解除

3/10/5

不正
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（注１）Ｎ１の生成手続きは表７／ＪＴ－Ｑ２１４０に示す。

（注２）ＳＳＣＯＰ－ＵＵ領域の生成規則は表８／ＪＴ－Ｑ２１４０に示す。

（注３）“ｌｅｖｅｌ”は、標準ＪＴ－Ｑ７０４［６］で記述されている国内オプションの一部とし

て使われる。

（注４）ＢＳＮＴは、ＳＳＣＯＰから一番 後に受信されたＡＡ－データ－表示のシーケンス番号Ｓ

Ｎである。

（注５）ローカル輻輳の検出は実装に依存する。

（注６）このイベントに関するこれ以上の動作は実装に依存する。

（注７）この“不正”は、ローカル輻輳が解除されないかぎり状態２／１０／３にならないという要

求条件を示している。しかしながら、この要求条件に適合させる機構は実装に依存する。

（注８）上記以外とは、ＡＡ－データ－表示においてＭＵ＜４オクテットの場合、または、ＭＵ＝４

オクテットでかつＰＤＵタイプが（ＮＭまたはＩＮＳ）以外

表７／ＪＴ－Ｑ２１４０

検証中に相手同位に送信すべき PDU 数の生成に対する SSCF ディシジョンテーブル(N1)

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

ローカル

マネージメント

検証状態

（ＭＰＳ）

ローカル

ユーザ検証状態

（ＵＰＳ）

AA-設定-表示と

AA-設定-確認の中の

SSCOP-UU パラメータ

の値

生成されるＮ１の値

緊急 通常または緊急 通常または緊急 ０

通常 通常または緊急 通常または緊急 ｎ１

ニュートラル 通常 通常 ｎ１

ニュートラル 通常 緊急 ０

ニュートラル 緊急 通常 ０

ニュートラル 緊急 緊急 ０

表８／ＪＴ－Ｑ２１４０

相手同位 SSCF に SSCOP を通して SSCOP-UU パラメータに乗せて運ばれるべき

検証状態に対する SSCF ディシジョンテーブル

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

ローカル

マネージメント検証状態

（ＭＰＳ）

ローカル

ユーザ検証状態

（ＵＰＳ）

送信する AA-設定-要求と

AA-設定-応答の中の

SSCOP-UU パラメータの値

緊急 通常または緊急 緊急

通常 通常または緊急 通常

ニュートラル 通常 通常

ニュートラル 緊急 緊急
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付属資料　Ａ　プロトコル実装適合宣言（ＰＩＣＳ）様式
１

（標準ＪＴ－Ｑ２１４０に対する）

Ａ．１　概　説

　本標準への準拠を主張するプロトコル実装の提供者は、以下のプロトコル実装適合宣言（ＰＩＣＳ）様

式への記入を完成し、提供者と実装の両方を完全に明らかにするために必要な情報を付加しなければなら

ない。このＰＩＣＳ様式は、Ｂ－ＩＳＤＮインタフェースに適用される。

　ＰＩＣＳは、能力と実装されているオプション、および実装されなかった特徴をもれなく明記したドキュ

メントである。したがって、実装は関連する要求に対して、そして、そのような要求に対してのみ適合性

を試験することができる。

　本ＰＩＣＳにはいくつかの使用法がある。 も重要なものは、静的な適合性の審査と、どの適合性試験

がこの製造物に適用できるかを識別するための試験項目の選択である。

　ＰＩＣＳ様式は質問形式のドキュメントであり、通常、プロトコル仕様設計者、または適合性試験項目

群設計者によって設計され、特定の実装かシステムに対して、回答が完成したときにＰＩＣＳとなるもの

である。

　本ＰＩＣＳ様式は、広帯域ＩＳＤＮ　ＮＮＩシグナリング用ＳＳＣＦおよびこれをサポートするための

ＳＳＣＯＰの実装に適用する。ＳＳＣＯＰの必須機能の中にはＮＮＩシグナリングをサポートするために

は必要でないものがいくつかあるが、その他のＳＳＣＦをサポートするためには必要となり得る。本ＰＩ

ＣＳはＮＮＩシグナリングに対するこれら必須の機能とオプションとを区別する。

　本ドキュメントの節Ａ．５は、ＳＳＣＯＰ（標準ＪＴ－Ｑ２１１０）のプロトコル能力、プロトコルデー

タユニットおよびシステムパラメータに対応している。節Ａ．６には、ＳＳＣＯＰ（標準ＪＴ－Ｑ２１１

０）とＳＳＣＦ－ＮＮＩ（標準ＪＴ－Ｑ２１４０）のプロトコル能力を含む。節Ａ．６には、ＳＳＣＯＰ

メッセージとＳＳＣＦ－ＮＮＩの上位境界プリミティブの性能概要が記述されている。

１．　ＰＩＣＳ様式に対する著作権を放棄する。本ドキュメントのユーザは、本ドキュメントの中のＰＩ

ＣＳ様式を自由に複写することができ、それをその本来の目的に使用してもよいし、完成したＰＩＣ

Ｓを更に出版してもよい。
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Ａ．２　略号および特殊シンボル

ＣＰＥ 加入者宅内装置

ＩＵＴ 試験対象の実装

Ｍ 必須

Ｎ／Ａ 適用不可

Ｏ オプション

Ｏ．＜ｎ＞ オプション、ただし選択した場合は、数字＜ｎ＞によって示されるグループ

内の一つ以上あるいはただ一つだけのオプションをサポートすることが要求

される。

Ｐ 禁止

ＰＤ プロトコルデータユニット群項目番号の接頭語

ＰＣ プロトコル能力群項目番号の接頭語

ＰＩＣＳ プロトコル実装適合宣言

ＰＩＸＩＴ プロトコル実装試験用補助情報

Ｓ．＜ｉ＞ 補足情報番号ｉ

ＳＮＰＣ ＳＳＣＯＰ－ＳＳＣＦ　ＮＮＩプロトコル能力群索引変数の接頭語

ＳＮＳＰ ＮＮＩにおけるＳＳＣＦシステムパラメータ群

ＳＰ システムパラメータ群項目番号の接頭語

Ｘ．＜ｉ＞ 例外情報番号ｉ

　参照の欄に示される参照番号は、「ＪＴ－Ｑ２１４０」と明記されていない場合は、標準ＪＴ－Ｑ２１

１０の番号である。「ＪＴ－Ｑ２１４０」と明記されている場合は、各参照欄におけるそれ以降の参照番

号は本標準（すなわち標準ＪＴ－Ｑ２１４０）の番号である。

Ａ．３　ＰＩＣＳ様式を完成させるための指示

　ＰＩＣＳ様式の主要部分は、三部分に分けられた固定形式の質問表である。質問に対する回答は、質問

表の右側の欄に、（ＹｅｓまたはＮｏといった）限られた選択肢に単に印を付けるか、あるいは、値や、

値の組または値の範囲を入力することのいずれかによって行う。

　また、提供者は例外情報か補足情報のいずれかとして分類される（ＰＩＸＩＴ以外の）付加情報を提供

してもよい。そのような場合、相互参照を行うために、各種付加情報は、それぞれＸ．＜ｉ＞またはＳ．

＜ｉ＞とラベル付けされた項目として示さなければならない。ここで、＜ｉ＞は対応する項目を明確に指

し示すための識別子である。例外項目には、それを付加するための適切な理由を含むべきである。補足情

報は必須のものではなく、そのような情報がなくてもＰＩＣＳは完結する。オプションである補足あるい

は例外情報を提供することで、試験の実行に影響を与えてはならないし、また静的な適合性の証明に影響

を与えることはない。

（注）一つの実装で複数の装置構成法が可能な場合、一つのＰＩＣＳでそのような構成すべてを記述する

こともできる。しかし、もし情報の提供がより容易により明確に行えるのであれば、提供者は、そ

れぞれが実装で構成できるサブセットの内のいくつかを含んだ複数のＰＩＣＳを提供することもで

きる。
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Ａ．４　適合性の全体的な宣言

　全体的宣言：本ＰＩＣＳで指定される実装は、参照される標準の必須要求のすべてを満たしている。

　Ｙｅｓ／Ｎｏ

（注）本質問に対して「Ｎｏ」と回答した場合、本標準に不適合であることを意味する。サポートされて

ない必須能力は、実装の異常状態の説明とともに以下のＰＩＣＳ内に列記されなければならない。

　提供者は、本節の宣言に「Ｙｅｓ」で回答することによって、適合性の宣言に必要な要求を完全に満た

すことになる。しかし、提供者にとって本節の宣言を行うために、以下の各節の詳細な表を作成すること

が有用である。

Ａ．５　ＳＳＣＯＰ（標準ＪＴ－Ｑ２１１０）

Ａ．５．１　プロトコル能力（ＰＣ）－ＳＳＣＯＰ

項目 # プロトコルの特徴 状態 参照 サポート

PC1 ＩＵＴがキープアライブ機能をサ

ポートしているか？

Ｍ JT-Q2110

 5 e)

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC2 ＩＵＴがローカルデータ回収機能を

サポートしているか？

Ｍ JT-Q2110

 5 f)

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC3 ＩＵＴがプロトコルエラーのための

ＳＳＣＯＰのエラー回復をサポート

しているか？

Ｍ JT-Q2110

 5 i)

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC4 ＩＵＴが状態に無関係に以下のメッ

セージを認識するか？

JT-Q2110

  表２

ＢＧＮ Ｍ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＢＧＡＫ Ｍ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＢＧＲＥＪ Ｍ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＥＮＤ Ｍ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＥＮＤＡＫ Ｍ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＥＲ Ｍ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＥＲＡＫ Ｍ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＰＯＬＬ Ｍ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＳＴＡＴ Ｍ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＵＳＴＡＴ Ｍ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＲＳ Ｏ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＲＳＡＫ Ｏ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＳＤ Ｍ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＵＤ Ｏ Yes:＿, No:＿, X:＿

ＭＤ Ｏ Yes:＿, No:＿, X:＿
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PC5.1 プロトコルエラーがない場合、ＩＵ

Ｔが順序保証を伴う確認型データ転

送をサポートしているか？

Ｍ JT-Q2110

 5 a) h) ;

 7.1 j)

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC5.2 ＩＵＴが非確認型データＰＤＵの送

信をサポートしているか？

Ｏ JT-Q2110

 5 h) ;

 7.1 n)

Yes:＿, No:＿,X:＿

PC5.3 ＩＵＴがマネージメントデータＰＤ

Ｕの送信をサポートしているか？

Ｏ JT-Q2110

 7.1 o)

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC6.1 ＩＵＴはＳＳＣＲが起動するローカ

ルユーザの再同期手順を許すか？

Ｏ JT-Q2110

 5 g)

 8.1.3

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC6.2 リモートユーザが起動する再同期手

順をＩＵＴがサポートしているか？

Ｏ JT-Q2110

 5 g)

 8.1.3

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC7 ＩＵＴがＳＳＣＯＰコネクションの

設定手順をサポートしているか？

Ｍ JT-Q2110

 5 g)

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC8 ＩＵＴがＳＳＣＯＰコネクションの

解放手順をサポートしているか？

Ｍ JT-Q2110

 5 g)

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC9 ＩＵＴが再送後のポーリングをサ

ポートしているか？

Ｏ JT-Q2110

 SDL

 図 20 38/51

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC10 ＩＵＴがＳＴＡＴ－ＰＤＵの分割を

サポートしているか？

Ｍ JT-Q2110

 7.2.5

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC11 ＩＵＴがＳＳＣＯＰコネクションを

開始できるか？

Ｍ JT-Q2110

 5 g)

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC12 ＩＵＴが相手同位エンティティから

のＳＳＣＯＰコネクション設定を拒

絶（ＢＧＲＥＪ）できるか？

Ｍ JT-Q2110

 SDL

 図 20 11/51

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC13 ＩＵＴがレイヤマネージメントに対

するエラー通知をサポートしている

か？

Ｍ JT-Q2110

 5 d)

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC14 ＩＵＴがプロトコルエラー検出機能

をサポートしているか？

Ｍ JT-Q2110

 5 i)

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC15 ＳＳＣＯＰコネクションが存在しな

い場合、ＢＧＮ受信か、ＳＳＣＯＰ

ユーザからの要求によってのみコネ

クション設定を行うか？

Ｍ JT-Q2110

 SDL

 図 20

  5,6,7/51

Yes:＿, No:＿, X:＿

PC16 ＳＳＣＯＰがＳＳＣＯＰユーザ間情

報の転送を許すか？

Ｍ JT-Q2110

 5 g) ;

 6.1.2 b)

Yes:＿, No:＿, X:＿
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Ａ．５．２　ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵ　－　プロトコルデータユニット（ＰＤ）

項目 # プロトコルの特徴 状態 参照 サポート

オクテット転送順序について

PD1 数字の昇順 Ｍ JT-Q2110

 7.2.1

Yes:＿, No:＿, X:＿

フィールドマッピングについて

PD2 下位ビット位置＝ 下位桁値 Ｍ JT-Q2110

 7.2.1

Yes:＿, No:＿, X:＿

PD3 ＰＤＵフォーマットが、３２ビット

単位か？

Ｍ JT-Q2110

 7.2

Yes:＿, No:＿, X:＿

PD4 すべての予約フィールドが“０”で

満たされているか？

Ｍ JT-Q2110

 7.2.3

Yes:＿, No:＿, X:＿

Ａ．５．３　ＳＳＣＯＰシステムパラメータ（ＳＰ）

項目 # プロトコルの特徴 状態 参照 サポート

SP1 ＢＧＮ，ＥＮＤ，ＥＲ，ＲＳ－ＰＤ

Ｕの 大転送数（ＭａｘＣＣ）

Ｍ JT-Q2110

 7.7 a) ;

JT-Q2140 11

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP2 ＰＯＬＬ－ＰＤＵ送信前の 大ＳＤ

－ＰＤＵ数（ＭａｘＰＤ）

Ｍ JT-Q2110

 7.7 b) ;

JT-Q2140 11

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP3 ＳＴＡＴの 大リスト要素数

（ＭａｘＳＴＡＴ）

Ｍ JT-Q2110

 7.7 c)

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP4 大ＳＳＣＯＰ－ＳＤＵ長 Ｍ JT-Q2110

 7.2.4 ;

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP5 Ｔｉｍｅｒ＿ＰＯＬＬ Ｍ JT-Q2110

 7.6 a)

JT-Q2140 11

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP6 Ｔｉｍｅｒ＿

ＫＥＥＰ－ＡＬＩＶＥ

Ｍ JT-Q2110

 7.6 b) ;

JT-Q2140 11

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP7 Ｔｉｍｅｒ＿

ＮＯ－ＲＥＳＰＯＮＳＥ

Ｍ JT-Q2110

 7.6 c) ;

JT-Q2140 11

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP8 Ｔｉｍｅｒ＿ＩＤＬＥ Ｍ JT-Q2110

 7.6 c) ;

JT-Q2140 11

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿
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SP9 Ｔｉｍｅｒ＿ＣＣ Ｍ JT-Q2110

 7.6 d) ;

JT-Q2140 11

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP10 大ＳＳＣＯＰ－ＵＵ長は？ Ｍ JT-Q2110

 6.1.2 b) ;

 7.2.4

JT-Q2140 11

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SP11 ＩＵＴが 小４オクテットのＳＳＣ

ＯＰ－ＵＵをサポートするか？

Ｍ JT-Q2110

 6.1.2 b) ;

 7.2.4

JT-Q2140 11

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

Ａ．６　ＮＮＩ上のＳＳＣＦ（標準ＪＴ－Ｑ２１４０）

Ａ．６．１　ＳＳＣＯＰ－ＳＳＣＦ　ＮＮＩプロトコル能力（ＳＮＰＣ）

　本節では、ＳＳＣＯＰとＳＳＣＦを組み合わせた機能ブロックに関する質問を行う。本節は二つのセク

ションに分けられる。一方はＳＳＣＯＰコネクションの設定および解放に関するもの、もう一方はデータ

転送に関するものである。これら二つのセクションには各々二つのサブセクションがある。これら二つの

サブセクションは、ＳＳＣＯＰとＳＳＣＦを組み合わせた機能ブロックを介した情報フローの方向に関連

する。用語に関して以下の規定がある。

　－　Ｕ－ＮＮＩはＳＳＣＦの上位境界を表す。

　－　ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰの間でやり取りされる信号は、ＰＩＣＳ質問表内では［］内に示される。こ

れらの信号の実装を強制するものではない。

　－　ＸＸ－ＰＤＵはＳＳＣＯＰ同位間メッセージを表す。

項目 # プロトコルの特徴 状態 参照 サポート

設定／解放

ＳＳＣＯＰ→→ＳＳＣＦ－ＮＮＩの上位境界（Ｕ－ＮＮＩ）

SNPC1 ＡＡＬ－開始－要求受信後、ＢＧＮ

－ＰＤＵ［ＡＡ－設定－表示］受信

で、（ＳＳＣＦの検証後に）ＡＡＬ

－インサービス－表示をＵ－ＮＮ

Ｉで生成するか？

Ｍ JT-Q2140 12

 表 6

Yes:＿, No:＿, X:＿

SNPC2 ＳＮＰＣ１に加え、ＳＳＣＯＰは接

続要求［ＡＡ－設定－表示］を受け

付けた結果としてＢＧＡＫ－ＰＤ

Ｕを送信するか？

Ｍ JT-Q2140 12

 表 6

Yes:＿, No:＿, X:＿
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SNPC3 ＵＮＩにおいてＩＵＴが運用中状

態のとき、ＳＳＣＯＰ－ＥＮＤ－Ｐ

ＤＵ受信で［ＡＡ－解放－表示］Ａ

ＡＬ－アウトオブサービス表示を

Ｕ－ＮＮＩで生成するか？

Ｍ JT-Q2140 12

 表 6

Yes:＿, No:＿, X:＿

ＳＳＣＦ－ＮＮＩの上位境界（Ｕ－ＮＮＩ）→→ＳＳＣＯＰ

SNPC4 ＡＡＬ－開始－要求［ＡＡ－設定－

要求］（Ｕ－ＮＮＩ）はＳＳＣＯＰ

ＢＧＮ－ＰＤＵを生成するか？

Ｍ JT-Q2140 12

 表 6

Yes:＿, No:＿, X:＿

SNPC5 ＳＳＣＯＰ　ＢＧＮの受信もしく

はＳＳＣＯＰ　ＢＧＮ－ＰＤＵ送

信に対するＳＳＣＯＰ－ＢＧＡＫ

受信に対して検証状態後、［ＡＡ設

定－確認をＵ－ＮＮＩで生成する

か？

Ｍ JT-Q2140 12

 表 6

Yes:＿, No:＿, X:＿

SNPC6 ＳＳＣＯＰ接続が存在するなら

ば、ＡＡＬ－停止－要求［ＡＡ－解

放－要求］（Ｕ－ＮＮＩ）によりＳ

ＳＣＯＰ  ＥＮＤ－ＰＤＵを生成

するか？

Ｍ JT-Q2140 12

 表 6

Yes:＿, No:＿, X:＿

SNPC6.1 ＩＵＴはＳＳＣＦがローカルユー

ザ起動の再同期手順を起動するの

を許可するか？

Ｐ JT-Q2110

 5.0 g) 8.1.3

Yes:＿, No:＿, X:＿

データ転送

ＳＳＣＯＰ→→ＳＳＣＦ－ＮＮＩの上位境界（Ｕ－ＮＮＩ）

SNPC7 ＩＵＴが運用中状態のとき、ＳＳＣ

ＯＰ  ＳＤ－ＰＤＵ受信によりＡ

ＡＬ－受信メッセージ－表示［ＡＡ

－データ－表示］をＵ－ＮＮＩで生

成するか？

Ｍ JT-Q2140 12

 表 6

Yes:＿, No:＿, X:＿

ＳＳＣＦ－ＮＮＩの上位境界（Ｕ－ＮＮＩ）→→ＳＳＣＯＰ

SNPC8 コネクションが設定中でクレジッ

トが利用可能な場合でＩＴＵが運

用中状態のとき、ＡＡＬ－送信メッ

セージ－要求［ＡＡ－データ－要

求］（Ｕ＿ＮＮＩ）でＳＳＣＯＰ

ＳＤ－ＰＤＵを生成するか？

Ｍ JT-Q2140 12

 表 6

Yes:＿, No:＿, X:＿
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Ａ．６．２　ＮＮＩにおけるＳＳＣＦシステムパラメータ（ＳＮＳＰ）

項目 # プロトコルの特徴 状態 参照 サポート

SNSP1 初期設定手順中でのリンク切断動

作からの次のリンク再設定動作ま

での時間（Ｔ１）

Ｍ JT-Q2140

 11.0

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SNSP2 ＳＳＣＦの初期設定ステージ完了

待ち時間（Ｔ２）

Ｍ JT-Q2140

 11.0

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SNSP3 検証用ＰＤＵの送信間隔（Ｔ３） Ｍ JT-Q2140

 11.0

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿

SNSP4 通常の検証中に送られるＰＤＵの

数（ｎ１）

Ｍ JT-Q2140

 11.0

Yes:＿, No:＿, X:＿, 値:＿
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付録１　ＳＡＡＬのＭＴＰ－３への影響

（標準ＪＴ－Ｑ２１４０に対する）

　本付録では、ＳＡＡＬ上でＭＴＰ－３が使用された場合のＭＴＰ－３への考えられる影響を提示し、プ

ロトコル仕様は含まない。

［１］ＭＴＰ－３とＢ－ＩＳＵＰメッセージのフレームフォーマット

　付図１－１／ＪＴ－Ｑ２１４０（１／２）に、ＭＴＰ－３およびＢ－ＩＳＵＰメッセージのフレーム

フォーマットを示す。ＳＡＡＬ上のＢ－ＩＳＵＰメッセージはすべて、ＳＩＯ（サービス情報オクテット）

とともにルーチングラベルを含む。標準ＪＴ－Ｑ７０３および標準ＪＴ－Ｑ７０４で定義したのと同じＳ

ＩＯ（新規コードがＢ－ＩＳＵＰのために割当てられている）フォーマットおよびルーチングラベルがこ

の場合にも適用される。更に、ＳＡＡＬ使用時、ＭＴＰ－３とＢ－ＩＳＵＰの合計 大メッセージ長は、

ＳＡＡＬの 大長まで許される。

　また、オプションとしてＪＴ－Ｑ７０４に規定された優先度情報を転送する場合、付図１－１／ＪＴ－

Ｑ２１４０（２／２）に示すようにＰＲＩビット（２ビット）を含むフォーマットを使用する。なお、Ｐ

ＲＩビット（２ビット）のコーディング方法については、ＪＴ－Ｑ７０４の節１４．２（Ａ）を参照する

こと。

　さらに、ＪＴ－Ｑ７０４に規定された優先度情報を使用する網と使用しない網がインタワークする場合、

その網間インタフェース上では付図１－１／ＪＴ－Ｑ２１４０（１／２）に示す標準インタフェースを使

用する。
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（ＴＴＣ注）ルーチングラベルの詳細は、標準ＪＴ－Ｑ７０４を参照のこと

付図１－１／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＡＡＬ上でのＢ－ＩＳＵＰとＭＴＰ－３のフレームフォーマット（１／２）

標準フォーマット

ATM ヘッダ
48 オクテット

… ATM セル

送出方向
PAD

CPCS 5-PDU

SIO Service Information Octet サービス情報オクテット
DPC Destination Point Code 着信号局コード
OPC Originating Point Code 発信号局コード
SLS Signaling Link Selection 信号リンク選択番号

CPCS 5-SDU

SSCOP-SDU

SSCOP トレイラ ルーチングラベル

AAL タイプ５
CPCS-PDU トレイラ

B-ISUP メッセージ
(ITU-T 勧告 Q.2763 で定義されている) 未

使
用

DPCOPC SIOSLS
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（ＴＴＣ注）ルーチングラベルの詳細は、標準ＪＴ－Ｑ７０４を参照のこと

付図１－１／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＡＡＬ上でのＢ－ＩＳＵＰとＭＴＰ－３のフレームフォーマット（２／２）

優先度情報を転送する場合

ATM ヘッダ
48 オクテット

… ATM セル

送出方向
PAD

CPCS 5-PDU

PCI Protocol Control Information プロトコル制御情報
PRI Priority Identifier 優先度表示
SIO Service Information Octet サービス情報オクテット
DPC Destination Point Code 着信号局コード
OPC Originating Point Code 発信号局コード
SLS Signaling Link Selection 信号リンク選択番号

CPCS 5-SDU

SSCOP-SDU

SSCOP トレイラ ルーチングラベル

AAL タイプ５
CPCS-PDU トレイラ

B-ISUP メッセージ
(ITU-T 勧告 Q.2763 で定義されている) 未

使
用

PR
IDPCOPC SIO

PCI
SLS

未使用PRI
bit(6)(2)
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［２］オクテット送出順序

　ＡＡＬユーザから受信したＡＡＬ－ＳＤＵは、ｎオクテットの情報から構成され、この場合ｎは、４よ

り大きい（付図１－２／ＪＴ－Ｑ２１４０参照）。

8 7 6 5 4 3 2 1
Bit

Octet
ＭＳＢ ＬＳＢ 1

2

・

・

・

・

・

・

n

付図１－２／ＪＴ－Ｑ２１４０

送信順序の例

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

　これらのオクテットは、ＳＳＣＦとＳＳＣＯＰ間のインタフェース上、オクテット１から始まりオクテッ

トｎで終わる昇順で送出される。

　ＳＳＣＦがＰＤＵ生成時、以下のコーディング規則が使用されなければならない。

　－ＰＤＵフィールドが１オクテット内に含まれる場合、フィールド内の 小ビットが 下位ビットを表

す。

　－ＰＤＵフィールドが１オクテットより大きい場合、各オクテット内でのビット重み付け順序は、オク

テット番号の増加にともなって増加し、フィールド内の 小ビット番号が 下位ビットを表す。

　付図１－３／ＪＴ－Ｑ２１４０は、上記のコーディング規則を例示するためのものである。この図は、

ＳＡＡＬ－ＰＤＵの一部である標準ＪＴ－Ｑ７０４のルーチングラベルの一例を示す。
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8 7 6 5 4 3 2 1
Bit

Octet

DPC.1（着信号局コード）
ＬＳＢ 1

ＭＳＢ DPC.2（着信号局コード） 2

OPC.1（発信号局コード）
ＬＳＢ 3

ＭＳＢ OPC.2（発信号局コード） 4

未使用
ＬＳＢ ＭＳＢ SLS ＬＳＢ 5

ＭＳＢ
未使用 6

付図１－３／ＪＴ－Ｑ２１４０

コーディング方法の例

［３］切替メッセージ中のＦＳＮサイズ

　ＳＳＣＯＰ－ＰＤＵシーケンス番号を伝達するのに、ＦＳＮサイズはＳＳＣＯＰシーケンス番号と同様

の長さが必要となる。デフォルト値は、例えば３オクテットの様に、ＳＳＣＯＰシーケンス番号の 大値

と同じにすべきである。

［４］（参考欄を参照のこと）

［５］（参考欄を参照のこと）
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付録２　コネクション設定時におけるタイムフロー図例

（標準ＪＴ－Ｑ２１４０に対する）

（注）これらのシーケンス図は、２つの同位端に対する各種のコネクション設定フロー図を示しているが、

すべての起こり得る場合をカバーしているわけではない。また、片端におけるＭＴＰ－３およびローカル

レイヤマネージメント（ＬＭ）は、同じ単一線上に示してある。

付図２－１／ＪＴ－Ｑ２１４０

コネクション設定のタイムフロー図

ＵＰＳ　＝　通常，ケース１

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

SSCOPSSCF-NNIMTP3,LM

1/1/1

2/2/2

2/10/3

2/10/4

3/10/5

1

2

10

…

AAL-開始-要求

MAAL-報告-表示
{-,ALN,-}

MAAL-報告-表示
{-,INS,-}

Timer_T3 満了
C1>0

MAAL-検証-表示

MAAL-検証停止-表示

AAL-ｲﾝｻｰﾋﾞｽ-表示

BGN
AA-設定-要求

BGAK

SD

POLL

STAT

SD

SD

POLL

STAT

AA-設定-確認

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(NM)

Timer_T3 満了
C1>0

Timer_T3 満了
C1=0

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(NM)

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(IS)

AA-ﾃﾞｰﾀ-表示(IS)

SSCOP SSCF-NNI MTP3,LM

1/1/1

2/2/2

2/10/3

2/10/4

3/10/5

1

2

10

……

AAL-開始-要求

MAAL-報告-表示
{-,ALN,-}

MAAL-報告-表示
{-,INS,-}

Timer_T3 満了
C1>0

MAAL-検証-表示

MAAL-検証停止-表示

AAL-ｲﾝｻｰﾋﾞｽ-表示

BGN
AA-設定-要求

BGAK

SD

POLL

STAT

SD

SD

POLL

STAT

AA-設定-確認

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(NM)

Timer_T3 満了
C1>0

Timer_T3 満了
C1=0

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(NM)

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(IS)

AA-ﾃﾞｰﾀ-表示(IS)
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付図２－２／ＪＴ－Ｑ２１４０

コネクション設定のタイムフロー図

ＵＰＳ　＝　通常，ケース２

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

SSCOPSSCF-NNIMTP3,LM

1/1/1

2/2/2

2/2/2

2/2/2

2/1/2

2/1/2

2/10/3

2/10/4

2/10/3

1

1

1

2

2

23

10
10

AAL-開始-要求

MAAL-報告-表示
{-,ALN,-}

MAAL-報告-表示
{-,ALN,-}

Timer_T1 満了

MAAL-報告-表示

MAAL-検証停止-表示

AAL-ｲﾝｻｰﾋﾞｽ-表示
AAL-ｲﾝｻｰﾋﾞｽ-表示

MAAL-報告-表示

MAAL-検証-表示

MAAL-検証-表示

BGN

BGN

BGN

AA-設定-要求

AA-設定-要求

BGREJ

BGREJ

BGAK

SD

SD

SD

SD

POLL

POLL

POLL

POLL
SD

SD

STAT

STAT

STAT

STAT

Timer_T3 満了
C1>0

Timer_T3 満了
C1>0

タイマ T3満了
C1=0

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(NM)

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(NM)

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(IS)

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(IS)

SSCOP SSCF-NNI MTP3,LM

1/1/11

3

3

1

1

…… …

AA-設定-表示

AA-設定-表示

AA-設定-確認

AA-解放-要求

AAL-開始-要求
AA-解放-要求

AA-設定-要求

AA-解放-表示

AA-解放-表示

AA-設定-表示

AA-設定-応答

Timer_T3 満了
C1>0

Timer_T3 満了
C1>0

タイマ T3 満了,C1=0
MAAL-検証停止-表示

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(NM)

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(NM)

AA-ﾃﾞｰﾀ-表示(IS)

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(IS)

INS フラグセット

3/10/5

MAAL-報告-表示
{-,INS,-}

3/10/5

MAAL-報告-表示
{-,INS,-}
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付図２－３／ＪＴ－Ｑ２１４０

コネクション設定のタイムフロー図

ＵＰＳ　＝　緊急，ケース１

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

SSCOPSSCF-NNIMTP3,LM SSCOP SSCF-NNI MTP3,LM

1/1/1

2/2/2

2/10/3

2/10/4

3/10/5

1

2

AAL-緊急-要求

AAL-開始-要求

MAAL-報告-表示
{-,ALN,-}

MAAL-報告-表示
{-,INS,-}

MAAL-検証-表示

Timer_T3 満了,C1=0
MAAL-検証停止-表示

Timer_T3 満了,C1=0
MAAL-検証停止-表示

AAL-ｲﾝｻｰﾋﾞｽ-表示

BGN
AA-設定-要求

BGAK

SD

POLL

STAT

AA-設定-確認

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(IS)

AA-ﾃﾞｰﾀ-表示(IS)

1/1/1

2/2/2

2/10/3

2/10/4

3/10/5

1

2

AAL-開始-要求

MAAL-報告-表示
{-,ALN,-}

MAAL-報告-表示
{-,INS,-}

MAAL-検証-表示

AAL-ｲﾝｻｰﾋﾞｽ-表示

BGN
AA-設定-要求

BGAK

SD

POLL

STAT

AA-設定-確認

AA-ﾃﾞｰﾀ-要求(IS)

AA-ﾃﾞｰﾀ-表示(IS)

AAL-緊急-要求
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付録３　ＮＮＩにおけるＳＳＣＦに関するＳＤＬ図

（標準ＪＴ－Ｑ２１４０に対する）

　本付録の目的は、ＳＳＣＦ手順に関するＳＤＬ表示の一例を示す事により、本標準を理解しやすくする

ためのものである。本ＳＤＬ表示により、並列的で高速な状況における固有の機能の実装を抑制するもの

ではない。もし、本ＳＤＬ図と本文の第１２章に示す状態遷移表（表６／ＪＴ－Ｑ２１４０）との間で相

異点があった場合、表６／ＪＴ－Ｑ２１４０が優先される。

付図３－１／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦ－ＮＮＩのシステム図

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

S1(1)System sscf_nni

レイヤ３へ

レイヤ３から

レイヤマネージメントへ

レイヤマネージメントから

ＳＳＣＯＰ（ＪＴ－Ｑ２１１０）へ

ＳＳＣＯＰ（ＪＴ－Ｑ２１１０）から

AAL－開始－要求
AAL－停止－要求
AAL－送信メッセージ－要求
AAL－緊急－要求
AAL－緊急解除－要求
AAL－回収要求_FSNC－要求
AAL－BSNT 回収－要求
AAL－バッファ解放－要求
AAL－継続－要求MAAL－報告－表示

MAAL－検証－表示
MAAL－検証停止－表示

SSCF_NNI

MAAL－解放－要求
MAAL－検証失敗－応答

MAAL－強制検証－要求
MAAL－強制緊急－要求
MAAL－強制モード解除－要求

AA－設定－要求
AA－設定－応答
AA－解放－要求
AA－回復－応答
AA－データ－要求
AA－回収－要求

AAL－インサービス－表示
AAL－アウトオブサービス－表示
AAL－受信メッセージ－表示
AAL－リンク輻輳－表示
AAL－リンク輻輳解除－表示
AAL－回収完了－表示
AAL－回収メッセージ－表示
AAL－BSNT－確認
AAL－BSNT 回収不可能－確認

AA－設定－表示
AA－設定－確認
AA－解放－表示
AA－解放－確認
AA－再同期－表示
AA－回復－表示
AA－データ－表示
AA－ユニットデータ－表示
AA－回収－表示
AA－回収完了－表示
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付図３－２／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（１／２０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

（注１）Ｎ１の手続きは、表７／ＪＴ－Ｑ２１４０に示す。

（注２）ＳＳＣＯＰ－ＵＵ領域の生成規則は、表８／ＪＴ－Ｑ２１４０に示す。

（注３）“ｌｅｖｅｌ”は、標準ＪＴ－Ｑ７０４［６］で記述されている国内オプションの一部として使
われる。

（注４）ローカル輻輳およびローカル輻輳終了のイベント発生は、実装に依存する。何も規定されないか
ぎり、これらのイベントに対する動作は実装に依存するものである。いずれによ、ローカル輻輳
が解除されないうちは、状態 2/10/3 にはならない事が条件となる。

（注５）ＢＳＮＴは、ＳＳＣＯＰから一番最後に受信されたＡＡ－データ－表示のシーケンス番号ＳＮで
ある。

1/1/1
非運用/アイドル

UPS := NM
MPS := N
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付図３－２／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（２／２０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

1/1/1
非運用/アイドル

Timer_T2 起動

BSNT 有効

AAL-BSNT-確認
(BSNT)

AAL-BSNT 回収
-要求

FALSE

TRUE

AAL-BSNT 回収
不可能-確認

1/1/1
非運用/アイドル

AAL-回収要求
_FSNC-要求

(RN)

AA-回収-要求
(RN)

(TTC 注)
AAL-回収要求_FSNC
-要求のﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｰﾀで
あるFSNCをRNに設
定する

AA-設定-要求

AAL-開始-要求

MAAL-報告-表示
(-,ALN,-)

2/2/2
初期設定/出側
ｺﾈｸｼｮﾝ起動中

(TTC 注)
本文の表８を参照のこと

SSCOP-UU :=
 if (MPS=N)
 then UPS else MPS
BR := NO

TRUE

1/1/1
非運用/アイドル

AA-設定-表示
(SSCOP-UU)

AA-回収完了
-表示

AA-回収-表示
(MU)

AAL-回収完了
-表示

MU > 4 octet

AAL-回収ﾒｯｾｰｼﾞ
-表示(MU)

FALSE

MU 廃棄
AA-解放-要求

(SSCOP := OOS)

1/1/1
非運用/アイドル
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付図３－２／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（３／２０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

1/1/1
非運用/アイドル

1/1/1
非運用/アイドル

ローカル輻輳
解除

ローカル輻輳

1/1/1
非運用/アイドル

AAL-緊急解除
-要求

AAL-バッファ
解放-要求

UPS := EM

1/1/1
非運用/アイドル

AAL-緊急-要求 AAL-継続-要求

UPS := NM

MAAL-解放
-要求
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付図３－２／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（４／２０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

Timer_T2 起動

BSNT available

AAL-BSNT-確認
(BSNT)

AAL-BSNT 回収
-要求

FALSE

TRUE

AAL-BSNT 回収
不可能-確認

AAL-回収要求
_FSNC-要求

(RN)

AA-回収-要求
(RN)

(TTC 注)
AAL-回収要求_FSNC
-要求のﾊﾟﾗﾒｰﾀﾃﾞｰﾀで
あるFSNCをRNに設
定する

AA-設定-要求

AAL-開始-要求

MAAL-報告-表示
(-,ALN,-)

2/2/2
初期設定/出側
ｺﾈｸｼｮﾝ起動中

(TTC 注)
本文の表８を参照のこと

SSCOP-UU :=
 if (MPS=N)
 then UPS else MPS
BR := NO

TRUE

AA-回収完了
-表示

AA-回収-表示
(MU)

AAL-回収完了
-表示

MU > 4 octet

AAL-回収ﾒｯｾｰｼﾞ
-表示(MU)

FALSE

1/1/1
非運用/アイドル

MU 廃棄

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

AA-解放-確認
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付図３－２／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（５／２０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

ローカル輻輳
解除

MAAL-解放
-要求

ローカル輻輳

AAL-緊急解除
-要求

AAL-バッファ
解放-要求

UPS := EM

AAL-緊急-要求 AAL-継続-要求

UPS := NM

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

1/4/1
非運用/出側
切断起動中
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付図３－２／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（６／２０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

2/1/2
初期設定/

アイドル

Timer_T2 解除

SSCOP-UU=
EM or NM

AA-設定-応答

AA-設定-表示

FALSETRUE

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := PE)

1/1/1
非運用/アイドル

AAL-緊急-要求AAL-停止-要求

MAAL-報告-表示
(-,OOS,-)

SSCOP-UU :=
 if(MPS=N)
 then UPS else MPS
BR := NO

2/10/3
検証/データ
転送可能

AAL-緊急解除
-要求

Timer_T1 解除

UPS := NM

UPS := NM UPS := EM

MAAL-検証-表示

Timer_T1 解除

N1 生成
C1 := N1
INS := 0

Timer_T3 設定

MAAL-報告-表示
(LR,-,PE)

2/1/2
初期設定/

アイドル
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付図３－２／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（７／２０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

2/1/2
初期設定/

アイドル

Timer_T2 解除

MAAL-報告-表示
(LR,OOS,ANS)

1/1/1
非運用/アイドル

AAL-アウトオブ
サービス-表示

SSCOP-UU :=
 if(MPS=N)
 then UPS else MPS
BR := NO

Timer_T1 解除

UPS := NM

AA-設定-要求

ローカル輻輳
解除

MAAL-解放
-要求

ローカル輻輳

2/2/2
初期設定/出側
ｺﾈｸｼｮﾝ起動中

2/1/2
初期設定/

アイドル

Timer_T1 満了 Timer_T2 満了

AAL-アウトオブ
サービス-表示

Timer_T1 解除

UPS := NM
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付図３－２／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（８／２０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

Timer_T2 解除

AA-解放-要求
　(SSCOP-UU :=OOS)

UPS := NM

AA-設定-確認
(SSCOP-UU)

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

2/1/2
初期設定/

アイドル

2/2/2
初期設定/出側
ｺﾈｸｼｮﾝ起動中

AAL-停止-要求
AA-解放-表示

(Source)

SSCOP-UU=
EM or NM

FALSE

FALSE

TRUE

TRUE

Source = User

MAAL-報告-表示
(RR,-,SSCOP-UU)

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := PE)

MAAL-報告-表示
(SR,-,-)

MAAL-報告-表示
(-,OOS,-)

N1 生成
C1 := N1
INS := 0

MAAL-検証-表示

Timer_T3 起動

2/10/3
検証/データ
転送可能

MAAL-報告-表示
(LR,-,PE)

2/4/2
初期設定/出側
切断起動中

Timer_T1 起動
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付図３－２／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（９／２０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

Timer_T2 解除

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

AAL-アウトオブ
サービス-表示

UPS := NM

ローカル輻輳
解除

MAAL-解放
-要求

ローカル輻輳

2/2/2
初期設定/出側
ｺﾈｸｼｮﾝ起動中

Timer_T2 満了

AAL-アウトオブ
サービス-表示

UMS := NM

2/2/2
初期設定/出側
ｺﾈｸｼｮﾝ起動中

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := MI)

AAL-緊急-要求
AAL-緊急解除

-要求

UPS := NM UPS := EM

AA-解放-要求
(SSCOP-UU:=ANS)

MAAL-報告-表示
(LR,OOS,ANS)
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付図３－２／ＪＴ－Ｑ２１４０

ＳＳＣＦ－ＮＮＩ手順のＳＤＬ図（１０／２０）

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｑ．２１４０）

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

2/1/2
初期設定/

アイドル

2/4/2
初期設定/出側
切断起動中

AAL-停止-要求 AA-解放-確認

MAAL-報告-表示
(-,OOS,-)

UPS := NM

Timer_T2 解除

Timer_T1 起動

Timer_T2 満了
MAAL-解放

-要求

AAL-アウトオブ
サービス-表示

AAL-アウトオブ
サービス-表示

MAAL-報告-表示
(-,OOS,ANS)
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ローカル輻輳
解除

ローカル輻輳

AAL-緊急解除
-要求

UPS := EM

AAL-緊急-要求

UPS := NM

2/4/2
初期設定/出側
切断起動中

MAAL-報告-表示
(-,-,CR)

2/4/2
初期設定/出側
切断起動中
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Timer_T2 解除

AA-解放-要求
(SSCOP-UU=OOS)

UPS := NM

AA-データ-表示
(MU,SN)

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

2/10/3
検証/データ
転送可能

AAL-停止-要求
AA-解放-表示

(Source)

FALSE

FALSE

FALSE

TRUE TRUE

TRUE

MU > 4 octet

MAAL-報告-表示
(RR,-,SSCOP-UU)

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := PE)

MAAL-報告-表示
(SR,-,-)

MAAL-報告-表示
(LR,OOS,-)

INS フラグ:= 1

2/1/2
初期設定/

アイドル

MAAL-報告-表示
(LR,-,PE)

2/4/2
初期設定/出側
切断起動中

Timer_T1 起動

MAAL-検証停止
-表示

Timer_T3 解除

Source = User

MU = 4 octet
AND

PDU type = INS

2/10/3
検証/データ
転送可能

MAAL-検証停止
-表示

Timer_T3 解除

MAAL-検証停止
-表示

Timer_T3 解除
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UPS := EM

2/10/3
検証/データ
転送可能

AA-再同期-表示
MAAL-検証失敗

-応答

MAAL-報告-表示
(LR,-,PE)

2/4/2
初期設定/出側
切断起動中

MAAL-検証停止
-表示

Timer_T3 解除

2/10/3
検証/データ
転送可能

Timer_T3 解除

AA-回復-表示 ローカル輻輳

輻輳状態が解除され
ないうちは、
状態 2/10/3 に遷移し
てはいけない。

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := PE)

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := PE)

AA-解放-要求
(SSCOP-UU:=PNS)

AA-解放-要求
(SSCOP-UU:=PNS)

MAAL-報告-表示
(LR,-,PE)

MAAL-報告-表示
(LR,-,CD)

2/4/2
初期設定/出側
切断起動中

AAL-緊急-要求
AAL-緊急解除

-要求

UPS := NM

2/10/3
検証/データ
転送可能
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1/4/1
非運用/出側
切断起動中

UPS := NM

Timer_T2 解除

Timer_T2 満了
MAAL-解放

-要求

AAL-アウトオブ
サービス-表示

AAL-アウトオブ
サービス-表示

MAAL-報告-表示
(LR,OOS,ANS)

2/10/3
検証/データ
転送可能

Timer_T3 満了

FALSE

TRUE

TRUE

C1 > 0

AA-解放-要求
(SSCOP-UU:= MI)

AA-解放-要求
(SSCOP-UU:=ANS)

MAAL-検証停止
-表示

Timer_T3 解除

2/10/4
初期設定完了/
データ転送可能

AA-データ-要求
(MU := INS)

MAAL-検証停止
-表示

FALSE

INS フラグ:= 0

AAL-イン
サービス-表示

MAAL-報告-表示
(-,INS,-)

Timer_T2 解除

3/10/5
運用中/データ

転送可能

AA-データ-要求
(MU := NM)

C1 := C1 - 1

Timer_T3 起動

2/10/3
検証/データ
転送可能
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Timer_T2 解除

AA-解放-要求
(SSCOP-UU:=OOS)

UPS := NM

AA-データ-表示
(MU,SN)

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

2/10/4
初期設定完了/
データ転送可能

AAL-停止-要求
AA-解放-表示

(Source)

FALSE

FALSE

FALSE

TRUE

TRUE

TRUE

MU > 4 octet

MAAL-報告-表示
(RR,-,SSCOP-UU)

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := PE)

MAAL-報告-表示
(SR,-,-)

MAAL-報告-表示
(LR,OOS,-)

2/1/2
初期設定/

アイドル

MAAL-報告-表示
(LR,-,PE)

2/4/2
初期設定/出側
切断起動中

Timer_T1 起動

Source = User

AAL-イン
サービス-表示

MAAL-報告-表示
(-,INS,-)

Timer_T2 解除

3/10/5
運用中/データ

転送可能

2/10/4
初期設定完了/
データ転送可能

MU = 4 octet
AND

PDU type = INS
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UPS := EM

AA-再同期-表示

MAAL-報告-表示
(LR,-,PE)

AA-回復-表示 ローカル輻輳

“level” は、標準 JT-
Q704 に記述されてい
る国内ｵﾌﾟｼｮﾝの一部
として使われる。

AA-回復-応答
AA-解放-要求

(SSCOP-UU:=PE)
AAL-リンク

輻輳解除-表示

MAAL-報告-表示
(-,-,SREC)

MAAL-報告-表示
(-,-,CD)

2/4/2
初期設定/出側
切断起動中

AAL-緊急-要求
AAL-緊急解除

-要求

UPS := NM

2/10/4
初期設定完了/
データ転送可能

ローカル輻輳
解除

2/10/4
初期設定完了/
データ転送可能

AAL-リンク
輻輳-表示

(level)

MAAL-報告-表示
(-,-,CC)

2/10/4
初期設定完了/
データ転送可能

2/10/4
初期設定完了/
データ転送可能
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1/4/1
非運用/出側
切断起動中

UPS := NM

Timer_T2 解除

Timer_T2 満了
MAAL-解放

-要求

AAL-アウトオブ
サービス-表示

AAL-アウトオブ
サービス-表示

2/10/4
初期設定完了/
データ転送可能

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := MI)

AA-解放-要求
(SSCOP-UU:=ANS)

MAAL-報告-表示
(LR,OOS,ANS)
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AA-解放-要求
(SSCOP-UU:=OOS)

UPS := NM

AA-データ-表示
(MU,SN)

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

3/10/5
運用中/データ

転送可能

AAL-停止-要求
AA-解放-表示

(Source)

FALSE

FALSE

FALSE

TRUE

TRUE

TRUE

MU > 4 octet

MAAL-報告-表示
(-,-PDUT)

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := PE)

MAAL-報告-表示
(RR,-,SSCOP-UU)

MAAL-報告-表示
(LR,OOS,-)

MAAL-報告-表示
(LR,OOS,PE)

Source = User

MU = 4 octet
AND PDU type =

INS or NM

AAL-アウトオブ
サービス-表示

AAL-送信
メッセージ-要求

(MU)

AA-データ-要求
(MU)

MAAL-報告-表示
(SR,OOS,-)

3/10/5
運用中/データ

転送可能

UPS := NM

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

AAL-アウトオブ
サービス-表示

AA-受信
メッセージ-表示

(MU)

3/10/5
運用中/データ

転送可能
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AA-再同期-表示
MAAL-解放

-要求

MAAL-報告-表示
(LR,OOS,PE)

AA-回復-表示

ローカル輻輳

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := PE)

AA-回復-応答

MAAL-報告-表示
(-,-,SREC)

1/4/1
非運用/出側
切断起動中

UPS := NM

3/10/5
運用中/データ

転送可能

AAL-アウトオブ
サービス-表示

AAL-アウトオブ
サービス-表示

AA-解放-要求
(SSCOP-UU := MI)

3/10/5
運用中/データ

転送可能

ローカル輻輳
解除

“level” は、標準 JT-
Q704 に記述されてい
る国内ｵﾌﾟｼｮﾝの一部
として使われる。

MAAL-報告-表示
(-,-,CD)

AAL-リンク
輻輳-表示

(level)

3/10/5
運用中/データ

転送可能

MAAL-報告-表示
(-,-,CC)

AAL-リンク
輻輳解除-表示
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AA-ユニット
データ-表示

(MU)

MPS := EMMPS := NM

MAAL-強制検証
-要求

全ての状態

MAAL-強制緊急
-要求

MAAL-強制
モード解除-要求

MPS := NMAAL-報告-表示
(-,-,UDR)

もとの状態
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河合　慎一郎 国際電信電話（株） 中村　信一 （株）田村電機製作所

平海　孝志 第二電電（株） 梶　　辰夫 （株）東芝
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若林　亨昭 日本テレコム（株） 中川　達夫 日本電気（株）

森田　直孝 日本電信電話（株） 山本　尚宏 日本無線（株）

特　金山　之治 日本電信電話（株） 山中　一郎 日本モトローラ（株）
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特　松沼　敬二 沖電気工業（株） 鈴木　弘喜 松下通信工業（株）

塚本　隆博 キヤノン（株） 水野　治展 松下電気産業（株）

田村　悦郎 シーメンス（株） 矢野　雅嗣 三菱電機（株）

仲林　次郎 シャープ（株） 小笠原　文廣 （株）リコー

萩原　啓司 住友電気工業（株） 峰岸　敏之 （株）アドバンテスト

高野　俊介 ソニー（株） 岡嶌　武志 （財）電気通信端末機器審査協会

古木　靖二 （株）大興電機製作所
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（ＳＷＧ１　　検討グループ）

＊特別専門委員 松沼　敬二 沖電気工業（株）

＊＊委員 森田　直孝 日本電信電話（株）

特別専門委員 木村　弘之 国際電信電話（株）

委員 平海　孝志 第二電電（株）

委員 高橋　秀一 東京通信ﾈｯﾄﾜｰｸ（株）

特別専門委員 日森　敏泰 日本電信電話（株）

特別専門委員 池田　兼一 安藤電気（株）

特別専門委員 茂木　正英 アンリツ（株）

特別専門委員 野村　隆 岩崎通信機（株）

特別専門委員 竹之下　博士 沖電気工業（株）

特別専門委員 宮崎　啓 シャープ（株）

特別専門委員 大石　聖二 住友電気工業（株）

特別専門委員 板倉　英三郎 ソニー（株）

特別専門委員 平山　浩司 （株）東芝

委員 寺内　進 日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ

委員 中川　達夫 日本電気（株）

委員 徳永　邦生 日本モトローラ（株）

特別専門委員 清水　聡 （株）日立製作所

特別専門委員 小松　潔 富士通（株）

特別専門委員 吉羽　治峰 松下通信工業（株）

特別専門委員 横田　博史 松下電器産業（株）

特別専門委員 村上　謙 三菱電機（株）

特別専門委員 尾関　伸一郎 （株）リコー

委員 峰岸　敏之 （株）アドバンテスト

＊　検討グループリーダ

＊＊　　〃　　　サブリーダ

事務局　大野　英雄（第二技術部）


	　　



